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題

轄

と
の
題
躍
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
阻
害
金
睦
に
丘
っ
て
解
醐
押
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
が
、
今
は
た
ど
そ
の
大
略
を
要
越
す

る
も
の
で
あ
る
。

本
化
別
闘
の
敬
観
と
は
、
越
化
の
敬
一
観
に
簡
ん
で
、
と
れ
と
同
等
に
非
る
旨
b
L
普
一
口
一
家
せ
し
も
の
に
し
て
、
換
苧
一
一
目
す
れ
ば
、
宗
祖
日
蓮
袈

人
の
御
弘
通
遊
ば
さ
れ
し
敬
観
は
‘
天
台
‘
倖
敬
等
の
唱
導
せ
ら
れ
し
敬
観
と
は
異
り
あ
る
乙
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

本
化
と
呼
ぶ
は
語
化
と
直
分
し
・
別
頑
と
稿
ふ
は
「
涌
出
口
問
」
の
別
命
、
「
神
力
品
」
の
別
誓
別
付
に
基
け
る
も
の
に
し
て
、
宗
起
の
化

導
b
L
稀
揚
し
た
る
諾
で
あ
る
。
所
謂
「
文
句
」
の
第
九
巻
に
別
顧
散
化
と
あ
る
は
是
で
あ
る
。

敬
観
と
は
救
は
敬
相
に
し
て
樺
隼
一
代
の
説
法
を
判
稽
分
類
せ
し
も
の
、
そ
の
説
明
的
解
轄
を
極
め
で
公
平
に
通
覧
す
れ
ば
、
大
乗
、

小
乗
、
櫨
敬
、
賓
獄
、
顕
致
、
密
敬
、
等
が
一
目
の
下
に
瞭
然
と
し
て
解
る
の
で
る
る
。
而
し
て
そ
と
を
宗
甑
の
鯛
眼
に
て
細
夫
漏
さ
十

大
判
宏
樺
せ
ら
れ
、
以
て
そ
の
弘
訟
の
所
依
た
る
べ
き
の
経
典
を
指
示
せ
ら
れ
た
る
を
一
五
ふ
の
で
あ
る
o
観
と
は
観
心
に
し
て
敬
相
研
究



に
所
依
の
経
典
を
定
め
、
更
に
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め
て
質
修
賓
行
の
境
に
入
り
、
敬
相
所
詮
の
毘
理
を
韓
認
し
て
賓
際
の
正
法
正
義
を

修
得
す
る
、
之
れ
則
ち
宗
祖
の
正
法
弘
通
の
正
意
た
る
観
心
で
あ
る
。

第
＝
節

第

三

の

法

門

祖
師
日
蓮
大
聖
火
が
鎌
倉
時
代
の
四
魔
紛
然
た
る
悌
敢
界
に
立
給
ひ
て
、
本
化
別
頭
の
宗
旨
を
建
設
せ
ら
る
h
k
営
り
で
は
、
共
布
敬

の
方
法
も
亦
随
て
一
準
に
は
ゆ
く
べ
く
も
泣
か
っ
た
。
乃
ち
組
書
「
三
津
抄
」
に
依
て
宗
組
一
代
の
化
導
の
弐
第
を
瞥
め
て
見
る
に
、
仕
作

渡
巴
前
と
砕
「
渡
在
島
中
と
、
佐
渡
己
後
と
の
医
別
が
明
か
に
認
め
ら
れ
る
。
所
謂
佐
前
佐
後
に
よ
っ
て
法
門
敬
義
に
洩
探
が
あ
る
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
吾
人
は
一
様
に
之
が
研
究
を
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
は
無
論
で
あ
っ
て
、
況
し
て
や
一
般
の
宗
曲
学
者
が
異
論
な
く
分
別
し
て
、

佐
渡
巴
前
は
序
分
、
在
島
は
正
宗
分
、
佐
渡
巳
後
は
流
誼
分
と
一
再
ふ
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
聞
に
一
貫
せ
る
主
義
の
主
張
せ

ら
る
a
A

も
の
が
怠
け
れ
ば
な
ら
ね
と
と
は
叉
営
然
で
あ
る
。
佐
前
は
樫
賓
相
劃
忙
し
て
、
諸
宗
の
邪
義
を
問
責
す
る
に
も
、
亦
自
己
の
主

義
b
L
稜
表
せ
ら
る
L
に
も
、
従
容
と
し
て
猫
ほ
謹
底
を
聾
さ
れ
な
い
か
の
謹
あ
る
も
．
決
し
て
天
台
、
惇
散
の
飴
流
を
酌
む
で
甘
じ
ら
れ

た
の
で
は
左
い
。
叉
叡
山
の
台
密
、
東
寺
高
野
の
虞
言
を
崇
拝
し
て
、
世
人
を
時
過
し
た
の
で
も
友
い
。
営
初
よ
り
此
等
の
諸
宗
義
と
別

な
る
所
の
本
化
的
眼
光
の
下
に
、
別
頭
の
敷
観
を
有
し
て
居
広
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
十
八
歳
よ
り
三
十
二
歳
ま
で
、
鎌
倉
、
叡
山
、
南

都
、
高
野
に
m目
撃
せ
ら
れ
た
る
白
結
果
は
遂
に
新
た
に
本
化
別
頭
の
宗
旨
を
創
唱
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
ふ
場
合
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
は
建
長
五
年
四
月
サ
八
日
故
郷
房
州
清
澄
寺
に
於
て
四
衆
を
集
め
て
聞
大
格
言
を
呼
披
し
給
ひ
し
時
、
巴
に
本
化
別
問
の
主
義
主
張
の

峻
乎
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
、
前
代
諸
宗
の
見
解
に
異
る
も
の
あ
却
し
ゃ
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
開
宗
の
営
初
よ
り
、
高
も
此
等
前
代

の
諸
宗
に
左
担
せ
ら
れ
ざ
り
し
ゃ
勿
論
で
あ
る
。
然
る
に
何
ぞ
女
々
し
く
も
そ
の
後
塵
を
拝
す
る
が
如
き
と
と
が
る
ら
う
か
。
唯
蝉
凡
要
す
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る
に
所
破
の
難
易
上
．
弘
通
の
便
T

警
守
姑
ら
く
善
巧
方
便
の
手
段
を
取
っ
て
そ
の
論
鋒
を
柔
げ
．
天
台
や
真
言
を
味
方
の
如
く
見
せ
か

け
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
別
に
天
台
、
民
言
に
追
従
す
る
の
で
は
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
常
怒
抄
」
に
「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
也
」
〈
一
六
四
八
〉
と
云
は
れ
て
居
る
が
‘
之
れ
に
依
っ
て
佐
前
の
樺
貰
相
封
も
、
在
烏
の

本
被
相
封
も
、
佐
後
流
通
の
化
導
も
．
皆
と
の
「
第
三
の
法
門
」
て
ふ
立
脚
地
の
上
に
創
唱
せ
ら
れ
た
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
居
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
の
激
烈
な
る
四
個
の
格
言
も
、
諸
宗
無
得
道
堕
地
獄
の
根
源
て
ふ
強
義
の
折
伏
も
‘
之
れ
に
依
っ
て
生
じ
た
の
で

る
る
。
智
浅
く
罪
深
き
末
法
下
機
の
衆
生
を
揺
取
し
て
、
事
も
遺
漏
・
泣
く
唱
題
せ
し
む
る
易
修
易
行
も
、
亦
之
れ
に
依
っ
て
唱
導
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
叉
と
の
「
第
三
の
法
門
」
は
宗
祖
を
し
て
悪
口
罵
恒
三
刀
杖
瓦
石
の
諸
難
を
招
致
せ
し
め
、
持
叉
、
宗
祖
を
し
て
市
内

年
救
議
、
僻
減
後
未
曾
有
の
大
宗
教
を
建
設
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
爾
ら
ぽ
宗
甑
の
一
期
は
正
に
「
第
コ
石
法
門
」
を
以
て
一
貫
せ
る
も

の
と
断
言
し
て
樺
り
た
し
、
号
一
口
挨
ゆ
れ
ば
本
化
別
頭
の
敬
観
は
質
に
此
の
「
第
三
の
法
門
」
を
基
礎
と
せ
る
も
の
に
し
て
「
第
三
の
法
門
」

は
佐
前
佐
後
に
一
貫
せ
る
大
主
義
大
主
張
で
あ
る
。
さ
れ
ば
之
れ
よ
り
章
を
改
め
て
そ
の
大
要
を
示
す
。
但
し
以
下
本
題
を
迷
ぷ
る
に
営

つ
之
、
章
を
分
ち
段
を
設
け
て
詳
説
す
る
と
と
た
く
．
唯
だ
謹
意
的
に
大
綱
を
要
論
す
る
も
の
で
あ
る

第

二

章

Stl 

頭

教

キ目

本
化
別
顧
の
敬
相
を
越
ぷ
る
に
営
っ
て
‘
血
判
が
種
々
錯
綜
分
岐
し
て
は
居
る
が
、
之
れ
を
一
概
念
の
下
に
綜
合
す
れ
ば
、
線
論
に
於

て
論
じ
た
る
「
常
誌
抄
」
の
第
三
の
法
門
の
主
張
に
纏
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
詳
し
く
述
べ
ん
た
め
「
常
芯
抄
」
の
要
文
を
抜
翠
す
れ
ば
、

組
テ
御
心
へ
候
へ
。
法
華
経
ト
興
計
爾
前
経
一
引
キ
向
写
判
守
ュ
勝
劣
潰
探
寸
営
分
跨
節
の
事
有
＝
一
二

7
様
一
．
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
也
。



世
間
主
粗
如
w
夢
，
二
一
を
ぽ
申
J
と
も
、
第
一
二
三
不
b

申
ザ
候
。
第
三
ノ
法
門
は
天
台
妙
拙
調
停
敬
も
粗
一
示
内
ト
モ
之
ヲ
未
m
事
畢
一
所
詮
譲
訓
興
2
末

法
之
今
『
也
丘
五
百
歳
は
是
也

6
2
六
四
八
）

多
く
の
御
妙
判
を
網
羅
し
て
設
か
ん
と
と
は
、
仲
々
の
難
事
た
る
を
以
て
、
今
は
便
宜
上
、
此
の
御
遺
文
に
就
て
別
現
の
敬
相
を
趨
ぷ
る

と
と
に
す
る
。

先
づ
三
」
僚
と
一
式
へ
る
法
門
を
読
き
‘
戎
に
営
分
跨
節
を
論
じ
、
終
り
に
得
径
上
よ
り
第
＝
t
u
法
門
を
明
し
て
本
誰
即
ち
台
営
の
置
別
を

耕
ぜ
ん
・
と
す
る
も
の
で
る
る
。

組
文
中
に
有
三
様
と
あ
る
。
と
れ
に
就
て
は
古
来
種
々
の
異
説
あ
る
も
、
天
台
宗
に
立
て
る
法
門
、
即
ち
三
種
の
敬
相
と
見
る
が
正
賞

で
あ
る
。

そ
の
三
種
の
敬
相
と
は

ハ一一）

根
性
融
不
融
敬

ハ一一〉

化
導
始
格
不
始
終
敬

ハ一二〉

師
弟
遠
近
不
遠
近
敬

の
三
で
あ
る
。
と
り
三
種
町
教
相
は
天
台
大
師
が
法
華
経
を
基
礎
と
し
て
伸
一
代
の
諸
粧
を
判
樺
せ
ら
れ
た
白
で
あ
っ
て
、
則
ち
三
積
の

敬
相
は
法
華
経
に
典
醸
を
有
し
て
を
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、

第
一
根
性
融
不
融
教
と
は
法
華
経
趣
門
の
三
周
説
法
の
中
で
は
法
読
周
と
、
聾
説
周
と
に
撮
っ
て
一
代
経
の
樫
賓
を
判
じ
た
も
の
宅
あ

る
。
而
し
て
そ
の
判
敢
に
約
散
と
約
部
と
の
こ
様
が
あ
る
。
約
教
で
は
前
三
〈
蔵
通
別
の
三
敬
）
を
樺
と
錯
し
、
後
一

（
国
歌
）
を
賓
と

さ
れ
て
あ
る
。
市
し
て
穫
は
不
融
教
で
、
賓
は
前
週
敬
で
あ
る
。
之
を
圃
示
せ
ぽ
、
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｛
前
＝
一
（
戴
通
別
）
：
：
：
標
救
：
・
：
・
根
性
不
融
通
救

約
敬
ム
｛
後
一
（

固

）
：
・
・
・
・
質
救
・
・
・
・
・
・
根
性
融
通
救

ム
～
な
る
α
此
の
場
合
、
後
一
の
固
殺
は
爾
前
の
園
、
法
華
の
同
共
に
同
等
な
れ
ば
、
天
台
で
は
今
回
背
岡
両
牒
無
殊
と
主
張
し
、
華
肢
及

び
方
等
般
若
の
国
救
は
執
れ
も
、
法
華
の
園
教
と
共
に
根
性
融
通
と
し
て
同
一
成
備
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
。
故
に
苅
る
論
賭
に
於
て
は
、
法

撃
と
爾
前
の
勝
劣
を
云
云
す
る
と
と
は
出
来
た
い
。
是
に
於
て
約
部
の
判
揮
が
必
要
と
な
る
。
部
類
の
上
で
は
爾
前
四
味
は
樫
で
法
華
の

醍
醐
味
だ
け
が
賓
散
で
あ
る
。
反
言
す
れ
ば
、
前
四
味
の
諸
経
は
不
融
敬
で
、
濁
り
法
華
経
の
み
が
融
語
教
と
な
る
の
で
あ
る
。
之
を
闘

一
広
せ
ぽ

約

部
F司－－＇－ー『、

後前
一四
味味

擢
救
（
華
最
、
阿
合
、
方
等
、
般
若
〉
：
・
・
：
根
性
不
融
通
救

質
教
（

妙

法

蓮

華

経

〉
：
・
：
・
根
性
融
通
敬

と
な
る
。
と
の
第
一
敬
相
中
約
部
に
は
前
四
味
を
不
融
通
救
と
論
巴
て
も
、
繭
前
の
固
其
者
に
は
何
等
の
痛
揮
を
感
じ
た
い
。
そ
は
法
華

経
に
於
て
爾
前
の
食
法
を
開
合
し
て
妙
と
す
る
が
、
爾
前
の
固
だ
け
は
共
催
で
開
舎
を
要
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
即
ち
約
部
よ
り
論
ぜ
る
は
、

唯
だ
表
面
に
禽
法
を
存
す
る
上
よ
り
奪
っ
て
解
樺
す
る
も
の
に
て
、
所
詮
繭
前
の
固
敢
に
成
備
を
許
し
て
を
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
次
に

第
二
化
導
始
終
不
始
終
敬
と
は
‘
之
れ
三
周
説
法
の
因
縁
誰
周
に
依
っ
て
、
如
来
化
導
の
始
、
中
、
格
、
即
ち
種
‘
熟
、
股
の
三
径
を

論
じ
て
樟
隼
の
化
導
に
始
格
を
明
す
と
‘
明
さ
ど
る
と
を
国
別
せ
し
も
の
に
し
て
、
大
通
結
縁
の
時
法
華
の
下
種
谷
を
興
へ
し
化
導
を
始

と
詩
し
、
中
間
の
前
回
味
の
化
事
及
び
今
呑
の
化
導
を
熟
径
と
侍
し
、
今
の
法
華
経
の
化
事
を
股
径
の
態
と
す
る
の
で
あ
る
。

之
を
圃
示
せ
ば
、
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さ
札
ば
法
華
経
は
始
修
救
に
し
て
、
爾
前
経
は
不
始
抑
和
歌
で
あ
る
。
始
絡
を
究
め
た
救
は
究
寛
成
悌
の
法
で
あ
り
、
始
格
を
明
さ
ど
る
救

理
は
未
究
克
の
法
な
る
こ
と
は
首
探
の
結
論
で
あ
る
。
乍
然
、
台
家
低
於
て
は
総
て
の
上
よ
り
此
賠
ま
で
は
論
及
し
友
い
の
で
あ
る
。
矢

張
り
繭
前
艇
の
固
叡
の
機
に
肱
径
を
許
し
て
、
法
華
艇
に
成
僻
せ
る
者
の
多
く
は
二
乗
の
輩
に
初
心
の
菩
躍
に
し
て
、
と
の
者
は
過
去
の

大
通
の
法
華
経
に
下
種
し
、
爾
前
維
に
熟
徒
し
、
法
華
艇
に
脆
徒
を
見
た
も
の
と
し
．
化
導
の
始
絡
を
二
一
来
と
初
心
の
菩
薩
に
約
し
て
立

つ
る
が
天
台
の
所
立
で
あ
る
。
則
ち
国
款
の
菩
薩
は
、
爾
前
も
法
華
も
同
様
に
股
径
の
入
位
を
認
め
て
今
関
土
日
国
固
瞳
無
殊
に
な
っ
て
ゐ

る。
第
三
帥
帰
還
近
不
遠
近
訟
。
之
は
本
門
書
量
日
間
に
依
り
立
論
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
師
匠
の
悌
の
遠
近
、
及
び
弟
子
た
る
一
切
衆
生
の

遠
近
に
就
て
説
明
し
た
の
で
る
る
。
言
換
ゆ
れ
ば
、
師
弟
の
遠
本
を
顕
示
し
た
の
が
法
華
経
で
あ
り
、
師
弟
共
に
近
成
始
畳
で
あ
る
と
左

を
明
し
た
の
が
繭
前
経
で
あ
る
。
即
ら
此
遠
近
不
遠
近
に
依
っ
て
櫨
質
を
判
別
し
た
も
の
と
す
る
が
台
宗
所
立
の
義
で
あ
る
。
〈
玄
義
一
、

十
一
丁
）

宗
副
は
専
ら
此
第
三

ω敬
相
に
撮
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
之
を
ズ
台
と
同
様
に
解
緯
せ
ら
れ
た
の
で
は
た
い
。
昨
唱
だ
第
三
の

敬
相
の
名
H
b
L
借
り
て
、
櫨
貨
の
み
な
ら
ヂ
本
語
を
も
判
樺
せ
ら
れ
‘
而
し
て
自
家
の
立
脚
泡
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
天
台
風
に
論
守
れ
ば
唯
だ
擢
寅
二
散
を
判
守
る
に
過
ぎ
子
、
そ
の
上
擢
賓
の
聞
に
峻
別
を
認
め
得
た
い
、
し
か
る
に
宗
凪
は
三
種

の
救
相
乞
共
催
襲
肘
せ
ら
れ
守
し
て
・
唯
第
三
救
刷
の
み
に
依
っ
て
諭
明
せ
ら
れ
た
の
は
明
白
に
天
台
宗
と
見
地
を
異
に
す
る
誇
擦
で
あ

見。

面且

毒主

観

§』
p；＜匂

七
九
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る
。
「
守
護
国
家
論
」
に
一
広
く
、

常
詰
ノ
天
台
宗
ノ
島
一
者

t
於
計
雨
前
一
許
守
モ
営
分
ノ
得
道
て
於
宅
自
義
一
狛
不
レ
許
計
晶
画
分
ノ
得
道
す
っ
一
六

O
）

ム
」
、
如
斯
に
第
一
ニ
m
U

敬
相
主
以
て
繭
前
無
得
道
を
論
十
る
貼
は
天
台
家
の
第
三
救
相
と
は
大
に
遠
ふ
と
と
ろ
で
あ
る
。
叉
第
三
敢
相
れ
ら

で
左
け
れ
ば
‘
同
じ
法
華
経
で
も
爾
前
無
得
道
は
一
足
へ
ぬ
の
で
あ
る
。
第
一
政
相
や
第
二
教
相
の
法
華
経
で
あ
る
・
な
ら
ば
、
法
華
が
爾
劫
問

の
得
道
を
立
誠
に
許
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
N
ハ
下
と
の
事
を
一
途
弐
明
瞭
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
に
依
っ
て
明
ら
か
・
な
る
が
如
く
J
師
弟
の
久
遠
を
顕
し
た
の
が
本
円
で
あ
り
、
師
弟
共
に
近
成
始
魔
在
る
と
と
を
説
い
た
の
が
爾
前

匙
門
の
諸
経
と
な
る
。
し
か
し
て
、
斯
様
に
判
轄
す
る
の
が
宗
組
の
所
立
で
あ
る
。
之
を
宗
岨
は
遺
文
の
中
に
斯
ふ
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
治
・

病
抄
」
に

今
本
門
と
控
門
と
は
教
主
巳
に
久
始
の
か
わ
り
め
、
一
疋
云
挽
子
叉
水
火
也
。
一
試
云
（
二

O
九
九
）

と
の
た
ま
ひ
、
「
翻
心
本
隼
抄
」
に
は

論
出
レ
ハ
共
敬
主
ザ
非
自
始
成
正
畳
ノ
樫
隼
一
所
設
F

法
門
モ
亦
如
U

天
地
↓
。
一
式
云
ハ
九
四
一
）

と
仰
せ
ら
れ
‘
更
に
「
十
法
界
抄
」
m
二
九
二
〉
に
は

越
門
一
二
但
日
疋
読
す
始
費
十
回
外
五
共
て
未
一
平
必
ぇ
明
＝
於
本
費
本
有
〆
十
界
五
共
ザ
。
一
氏
一
石

と
明
言
ぜ
ら
れ
た
。
猫
ほ
「
開
白
抄
」
上
巷
ハ
七
六
六
〉
に
は
一
一
暦
精
細
に
分
轄
せ
ら
れ
た
。
即
ち
、

註
門
十
四
品
二
向
に
爾
前
に
同
・
チ
、
本
門
十
四
品
も
涌
出
書
量
の
二
口
聞
を
除
て
は
皆
始
成
を
存
せ
り
9

云一五

と
、
乃
ち
此
等
の
御
妙
判
が
如
何
に
本
化
の
立
脚
地
b
L
鮮
明
な
ら
し
め
て
を
る
か
は
容
易
に
認
め
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
第

三

ω
法
門
を
以
て
立
論
の
基
賠
と
し
て
、
樫
貨
の
み
な
ら
歩
、
本
語
ま
で
も
判
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
本
門
を
以
て
遠
近
散
と
儒



し
、
繭
前
謹
門
を
一
束
し
て
不
遠
近
敬
の
分
際
と
判
十
る
の
が
ん
一
京
凪
の
所
立
で
あ
る
。
市
し
て
以
上
は
唯
だ
普
通
に
敬
相
上
よ
り
文
字
的

に
許
制
押
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
更
に
進
ん
で
「
常
忍
抄
」
の
所
謂
首
分
跨
節
の
上
よ
り
論
や
れ
ば
如
何
、
今
は
と
の
方
面
よ
り
一
切
の
敬

判
乞
試
み
る
。

さ
れ
官
営
分
跨
節
と
は
如
何
た
る
も
の
か
、
先
づ
そ
の
語
義
を
解
樺
す
れ
ば
、
「
営
分
」
と
は
百
分
に
相
営
す
る
謂
ひ
に
し
て
、
自
分
の

分
段
b
L
守
る
乙
と
で
あ
り
‘
障
っ
て
共
の
反
面
に
他
の
も
の
L
存
在
を
認
め
、
且
つ
他
。
も
の
に
封
し
何
等
の
交
渉
も
関
係
も
干
渉
も
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
跨
節
」
と
は
節
肢
を
跨
越
す
る
の
詞
ひ
に
し
て
、
自
身
に
他
の
も
の
を
包
容
し
て
自
他
の
差
別
的
節
肢
を
撤
慶
す
る

と
と
で
あ
り
、
随
て
跨
節
の
前
に
は
彼
比
の
封
立
を
見
た
い
こ
と
で
る
る
。
故
に
営
分
は
相
封
性
で
あ
り
‘
跨
節
は
結
劃
性
で
あ
る
。
と

の
二
顧
の
義
を
立
て
込
一
代
の
諸
粧
を
判
轄
す
る
に
三
極
の
敬
相
を
用
ひ
て
行
く
の
が
、
支
那
の
天
台
で
あ
り
、
ま
た
宗
岨
の
常
用
さ
れ

た
と
と
ろ
で
る
る
つ
故
に
「
常
忍
抄
」
に
「
法
華
経
ト
典
＝
爾
前
経
－
引
キ
向

Z
判
勺
＝
勝
劣
議
傑
サ
営
分
跨
節
の
事
有
三
ニ
v
様
一
。
」
と
云
は
れ
、

妙
融
市
大
師
は
「
玄
義
」
こ
の
巻
に
依
っ
て
「
轄
畿
」

K
．

営
分
内
通
山
於
一
代
誌
hq今
a
使
チ
成
山
相
待
て
跨
節
《
唯
在
＝
今
経
一
悌
意
内
非
同
出
旭
川
z

今
＝
也

と
云
は
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
官
分
は
一
切
経
の
上
に
在
り
て
、
跨
簡
は
唯
法
華
経
の
み
で
る
る
。
営
分
と
は
大
乗
．
小
乗
、
樺
敬
、
貰

敬
等
で
あ
っ
て
、
跨
節
は
唯
だ
法
華
の
み
に
限
る
の
で
あ
る
。
此
上
よ
り
一
切
経
を
分
類
し
設
営
す
れ
ば
、
法
華
は
嘗
分
跨
節
の
二
者
に

泊
予
る
が
、
他
は
唯
だ
前
者
の
み
で
あ
る
。

蕊
に
注
意
す
べ
き
は
‘
相
待
妙
と
絶
封
妙
と
の
関
係
、
即
ち
法
華
の
妙
と
他
経
の
妙
と
の
関
係
で
あ
る
。
営
分
は
相
待
妙
に
し
て
繭
前

匙
本
に
通
じ
‘
跨
節
は
絶
待
妙
に
し
て
越
本
二
門
に
限
る
。

乃
ち
弐
圃
の
如
し
、

別

頭
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営
分

相
待
妙

_J_『
I I 
法爾
華前
｜｜  

本逃般h"llPJ華

設
ー
一
愈
一
妙

含
l
但
愈
無
妙

等
l
一
一
一
鹿
一
妙

若
i
一
一
食
一
妙

門
ー
「
因
妙
巣
食

ru司
司
－
P

門
l
r因
果
倶
妙
」
土
砂
陸
軍
主

』
法
門

l
明
構
明
朗
宜
妙

J
i法
華

l｛
｛
本
門

l
関
越
頴
本
妙

営
分
即
ち
相
待
の
上
か
ら
論
守
れ
ば
、
阿
合
経
は
小
乗
哉
の
み
な
れ
ば
妙
が
縫
い
が
、
華
厳
、
方
等
、
般
若
に
は
大
乗
の
国
政
が
あ
る
か

ら
同
じ
く
一
分
の
妙
を
有
し
て
を
る
。
し
か
し
一
妙
と
一
五
ふ
鮪
で
法
華
と
同
様
に
共
通
し
て
は
を
る
も
の
L
矢
張
り
愈
法
を
有
っ
て
を
る

故
に
之
を
相
待
妙
と
一
足
ふ
の
で
あ
る
。
法
華
の
賞
分
に
就
て
一
五
は
ど
純
園
調
妙
に
し
て
愈
法
は
な
い
が
、
本
遮
乞
相
封
す
る
場
合
に
は
法

門
は
因
妙
果
鹿
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
因
果
の
上
よ
り
一
五
へ
ば
九
回
作
が
働
界
と
融
通
し
て
妙
と
一
足
は
札
る
が
、
悌
界
は
未
頴
の
久
議

質
成
で
爾
前
と
同
じ
く
始
成
正
畳
で
あ
る
か
ら
、
因
同
市
の
闘
係
よ
り
島
妙
を
分
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
本
門
に
於
て
は
因
果
供
妙
に
し

て
、
即
ち
純
闘
濁
妙
中
で
も
純
の
純
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
迩
門
で
は
因
果
業
別
で
あ
る
が
‘
本
門
で
は
因
果
倶
に
妙
で
あ
る
。
則

ち
仰
の
久
遠
質
成
の
設
は
本
果
妙
、
本
因
妙
に
し
て
、
と
れ
が
鵜
て
無
絡
の
悌
界
無
始
の
九
凶
作
を
開
顕
せ
し
も
の
た
れ
ば
、
因
果
二
つ
な

が
ら
妙
の
妙
た
る
屈
を
究
克
し
た
の
で
あ
る
。
之
は
相
待
妙
の
上
か
ら
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
．
跨
節
即
ち
絶
待
妙
は
今
経
に
限
り

雨
前
に
は
之
無
し
と
論
A
Y
る
所
以
は
‘
則
ち
m
似
の
経
々
に
は
開
顕
の
説
無
き
な
以
て
ど
あ
る
。
叉
本
謹
二
門
を
絶
待
妙
と
一
疋
ふ
の
も
開
閣
制

の
説
有
れ
ば
で
あ
る
。
さ
れ
ば
控
門
の
絶
待
は
擢
E

買
の
開
顕
に
し
て
、
本
門
の
結
待
は
本
遮
の
同
頴
で
あ
る
。
即
ち
、

3
寺
！
『
開
催
瀬
賞
l
湾
門
戸

出
荷
妙
！
日
開
迩
顕
本
｜
本
門
｝
と
な
る
の
で
あ
る
。



と
の
開
顕
の
法
門
は
爾
前
諸
経
に
は
絶
無
に
し
て
、
爾
前
で
は
徹
頭
徹
尾
危
妙
相
待
で
あ
る
。
樫
を
閉
し
て
貰
を
顕
す
が
如
き
は
、
分
持

の
向
山
り
で
は
友
い
の
で
あ
る
。
樫
を
閲
し
て
買
と
な
し
格
る
・
そ
れ
が
結
劃
で
あ
る
。
即
ち
相
手
の
あ
る
聞
は
結
封
と
は
一
式
へ
な
い
。
し

か
し
て
法
華
経
に
於
て
始
め
て
此
結
封
の
法
門
が
顕
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
雨
前
に
は
妙
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
取
る
に
足
ら
ぎ
る

も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
‘
開
危
妙
に
非
や
し
て
割
鹿
妙
で
あ
る
。
故
に
絶
封
の
上
よ
り
之
を
一
五
ふ
た
ら
ぽ
妙
と
は
稿
し
得
ぬ
の
で
あ

る
。
此
黙
に
於
て
爾
前
の
固
は
、
到
底
法
華
の
聞
に
及
ぶ
ぺ
く
も
た
い
の
で
あ
る
。
然
る
を
天
台
は
爾
前
の
闘
を
開
合
せ
や
し
て
、
そ
の

ま
L

に
匹
剛
胆
無
殊
の
読
を
唱
へ
た
が
、
宗
祖
は
開
顕
せ
な
い
聞
は
相
封
の
妙
で
矢
張
り
食
の
係
費
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
之
を
別
教
と
見
ら

れ
、
法
華
の
濁
一
の
妙
を
ぽ
強
く
主
張
さ
れ
た
の
で
る
る
。
而
し
て
絶
作
妙
に
於
て
も
、
閃
A
A
を
設
い
た
の
が
謎
円
で
あ
っ
て
‘
果
上
に

就
て
論
明
し
て
久
遠
木
地
を
顕
し
た
の
が
本
円
で
あ
る
。
即
ち
謹
門
は
因
の
絶
待
妙
で
る
っ
て
、
本
門
は
果
上
の
開
顕
で
あ
る
。
さ
れ
ば

営
分
の
説
明
は
一
牲
に
し
て
、
跨
節
は
蒋
牲
の
読
明
主
な
る
。
一
言
ひ
換
ゆ
れ
ば
‘
樫
置
の
開
顕
は
一
往
の
設
に
し
て
、
本
避
の
開
顕
は
一
持

牲
の
論
で
あ
る
。
故
に
相
特
妙
、
絶
待
妙
の
宜
義
を
究
聾
し
た
も
の
は
、
本
門
法
華
の
需
景
品
に
限
る
の
で
あ
る
。
〔
（
「
輝
鏡
」
二
手
「
玄

義
」
七
骨
玉
丁
「
記
」
九
．
「
常
思
抄
」

一
六
四
八
、
「
十
法
界
抄
」
二
八
八
「
営
体
義
抄
」
九
九
七
、
「
立
京
間
抄
」
千
六
十
九
｜
七
十
J

等
参
照
す
o
U
之
を
要
す
る
に
、
天
台
は
逝
門
に
依
て
関
陣
無
殊
を
主
張
し
、
宗
祖
は
本
門
に
依
っ
て
般
質
、
本
述
の
和
遣
を
論
じ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
故
に
天
台
は
大
小
、
構
賞
、
本
誌
を
論
守
る
に
聞
睦
向
的
の
唯
一
泊
眼
を
離
れ
や
、
而
し
て
第
一
第
二
の
教
相
の
分
買
を
超
え
た

ぃ
。
之
に
反
し
て
宗
匝
は
「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
也
」
て
ふ
旗
職
鮮
明
友
る
立
脚
地
に
立
っ
て
、
権
買
‘
本
避
を
論
断
せ
ら
る
L

所
、
明
断
に
し
て
理
義
判
然
た
る
も
の
が
あ
る
。

共
に
得
径
の
方
面
か
ら
論
や
る
。
と
の
得
徒
は
宗
敬
上
甚
だ
重
要
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
上
越
の
議
論
の
如
き
は
島
一
向
的
判
轄
で
あ
る

が
、
此
得
径
は
賓
際
的
詮
明
で
あ
る
。
故
に
智
力
の
側
に
於
て
は
唯
だ
敬
法
の
洩
深
、
優
劣
を
分
う
も
の
に
し
て
、
賢
際
伸
法
は
利
得
．
の

}Jq 
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丹、

問

得
不
に
於
て
、
共
敬
法
の
有
効
無
効
が
判
明
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
布
敬
又
は
救
消
て
ふ
思
想
も
、
買
に
と
の
得
徒
の
有
無
よ
り
生
や
る

も
の
で
あ
る
。
蓋
し
得
徒
門
の
必
要
注
る
は
言
を
竣
た
ざ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

今
得
径
の
上
よ
り
三
種
の
敬
相
を
見
る
に
、
第
一
の
教
相
に
於
て
は
約
我
約
部
共
に
爾
前
の
同
人
に
悌
乗
の
得
遣
を
許
し
て
を
る
。
即

ち
雨
前
の
敬
法
の
感
化
を
受
け
て
閲
端
な
る
得
道
あ
る
を
是
認
す
る
の
み
な
ら
や
、
初
心
の
菩
薩
及
び
二
乗
営
分
の
得
道
を
許
し
て
を
る

斯
様
に
爾
前
絞
営
分
の
得
待
あ
る
を
認
め
て
、
唯
帽
礼
法
華
の
み
が
得
徒
あ
る
と
一
足
ふ
も
の
に
非
歩
、
即
ち
小
一
飛
に
も
遇
別
諸
経
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
、
得
従
を
明
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
の
敬
相
に
於
て
も
、
爾
前
の
国
人
に
は
法
華
経
と
同
じ
く
股
径
の
得
遣
を
許
し
て
居
る
。
此
貼
に
於
て
は
第
一
の
敬
相
と
異
ら
ぬ

が
、
前
戸
ニ
教
の
三
乗
と
閤
敬
の
初
人
と
に
は
、
種
股
の
二
日
伶
を
奪
っ
て
興
へ
ぬ
の
が
第
一
敬
相
と
の
違
ひ
で
あ
る
。
さ
れ
戸
」
是
等
の
も
の

に
も
、
熟
谷
だ
け
を
許
し
て
あ
る
か
ら
、
雨
前
都
知
得
遣
と
論
告
す
る
需
に
は
ゆ
か
ぬ
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
第
一
第
二
の
救
相
に
於
て

は
構
貨
を
排
別
し
て
も
、
爾
前
の
国
人
に
股
径
を
許
し
、
三
散
の
三
飛
に
も
常
分
の
得
道
、
即
ち
二
一
飛
に
断
見
思
、
菩
薩
に
断
無
明
を
日
必

認
し
て
を
る
の
は
、
撃
寛
之
は
綾
門
三
周
の
敬
設
に
基
い
た
設
な
る
が
故
で
あ
る
。

さ
れ
ぽ
漣
門
に
爾
前
の
得
遣
を
認
め
て
を
る
経
文
を
引
用
す
る
な
ら
ば
．

『
序
品
』
日

諸
漏
巳
＝
聾

Z
（
爾
前
の
二
乗
に
断
見
思
を
許
す
）

『
方
便
口
問
』
日

除
＝
並
口
薩
家
ノ
信
力
闘
笠
岡
Z
者
す
（
爾
前
の
菩
薩
に
断
無
明
を
許
す
〉

『
聖
職
日
開
』
日

見
日
諸
菩
薩
ノ
授
記
作
品
抑
↓
。
（
繭
前
の
菩
薩
の
股
径
を
許
す
〉

『
化
城
喰
品
』
日

過
＝
三
百
由
旬
一
。
彼
土
得
レ
問
。
（
雨
前
の
二
乗
の
断
見
思
を
許
す
〉

『
従
地
涌
出
口
問
』
日

始
見
＝
我
身
↓
入
山
如
来
慧
↓
。
（
雨
前
の
菩
薩
に
股
徒
を
許
す
）



（
涌
出
品
の
文
は
本
門
の
経
文
な
れ

E
も
、
顕
本
以
前
の
経
交
友
れ
ば
‘
今
は
暫
く
控
門
に
属
し
て
之
を
引
用
す
。
〉

乃
ち
、
此
等
の
経
交
を
見
て
も
謹
門
に
は
爾
前
の
得
遣
を
認
め
ね
ば
な
ら
ね
こ
と
に
・
な
っ
て
を
る
。
故
に
第
一
第
二
の
戦
相
段
、
‘
即
ち
遮

門
の
敬
相
部
門
で
は
、
爾
前
の
得
道
を
印
許
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

要
す
る
に
、
天
台
は
控
門
弘
通
の
導
師
友
れ
ば
第
一
第
二
の
敬
相
を
正
意
と
し
て
開
宗
し
、
雨
前
に
得
遣
を
許
し
、
標
音
壁
用
の
主
義

を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
只
約
部
の
上
よ
り
法
華
経
を
正
依
と
し
た
ま
で
ど
あ
っ
て
ベ
若
し
夫
れ
」
天
台
の
意
か
ら
申
さ
ぽ
、
第

三
の
救
相
の
如
き
も
等
ろ
第
一
第
二
の
敬
相
の
意
を
少
し
く
潤
色
し
た
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
「
玄
義
」
（
一
、
十
了
〉
に
今
昔
相
封
に
約
し
て

説
い
て
居
る
の
が
何
よ
り
の
読
擦
で
る
る
。
是
に
於
て
乎
、
宗
祖
が
第
三
法
門
の
立
脚
に
位
し
て
、
大
い
に
法
華
本
門
の
絶
待
妙
を
提
唱

し
て
侃
k

詩
k

、
天
台
の
昧
賭
を
楠
ひ
、
以
て
僻
敬
諸
宗
に
見
え
ざ
る
を
得
雪
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
敬
相
に
於
て
も
、
天
台
は
「
玄
義
」
（
設
問
）
に
説
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
唯
だ
約
時
の
本
語
判
の
み
に
し
て
約
設
に
は
及
ぼ
友

ぃ
。
隠
っ
て
時
節
の
久
近
‘
即
ち
窟
目
新
の
み
で
は
本
漣
と
い
ふ
と
と
は
判
然
し
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
天
台
は
矢
張
り
第
一
第
二

の
立
脚
地
か
ら
第
三
を
説
く
の
で
あ
り
、
本
語
て
ふ
こ
と
を
時
節
の
奮
新
に
契
合
せ
し
め
た
の
み
で
あ
る
か
ら
甚
だ
捜
碍
で
あ
る
。
ま
た

「
文
句
」
（
九
、
問
十
四
丁
〉
等
に
は
果
日
祉
を
論
じ
た
の
み
で
．
因
袋
は
設
か
な
い
。
則
ち
同
頓
の
行
者
に
於
て
は
、
控
門
本
門
の
入
賞
を

論
ぜ
や
し
て
、
唯
だ
共
増
遁
損
生
を
い
ふ
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
に
天
台
は
国
間
無
殊
と
話
し
‘
爾
前
得
遣
を
許
す
か
ら
し
て

第
三
の
敬
相
は
立
つ
る
も
、
其
置
は
第
一
第
二
の
敬
相
の
意
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
逃
門
の
分
部
門
b
E
脱
出
す
る
と
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

斯
様
に
謹
門
限
b
L
以
て
本
門
を
解
轄
し
た
の
が
天
台
で
あ
る
か
ら
、
伎
の
宗
を
捕
し
て
越
両
本
裏
と
も
‘

一
部
唯
逃
と
も
一
五
ふ
の
で
る
る

乃
ち
宗
祖
が
「
未
事
畢
」
と
許
せ
ら
れ
た
の
は
と
L
で
あ
る
。

宗
祖
は
本
門
弘
通
の
導
師
な
れ
ば
、
専
ら
第
コ
万
救
相
に
依
り
て
、
樫
貰
、
本
越
、

一
代
の
諸
経
を
判
じ
て
．
伸
敬
諸
｛
一
部
の
革
命
を
呼
‘
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擁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
抑
も
‘
告
示
組
の
眼
に
映
じ
た
る
第
三
の
救
相
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

惟
ふ
に
、
宗
祖
は
人
師
論
師
の
末
躍
に
拘
束
せ
ら
る
る
が
如
き
卑
い
見
識
の
方
で
は
な
く
、
直
ち
に
本
経
に
向
っ
て
研
究
の
歩
を
進
め

て
悌
救
の
債
値
を
根
本
的
に
判
定
す
る
の
が
宗
組
の
持
論
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
第
三
の
敬
相
主
用
ひ
た
れ
ば
と
て
‘
天
台
の
解
樺
・
な
ぎ
に

は
頓
着
せ
・
歩
、
所
謂
本
化
眼
を
以
て
本
門
書
量
品
を
解
明
伸
し
て
、

一
代
伸
哉
の
慣
値
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
則
ち
『
書
量
口
問
』
に
「
一
切

世
間
天
人
及
阿
修
羅
」
と
あ
る
の
は
、
爾
前
、
謎
門
、
一
二
一
乗
の
行
人
を
ば
未
断
見
思
．
即
ち
一
惑
未
断
の
荒
凡
夫
、
と
解
躍
し
、
（
「
十
法
界

抄
」
二
八
七
の
如
し
〉
「
業
於
小
法
」
と
あ
る
を
、
樺
漣
を
方
便
の
小
法
二
一
一
立
夏
品
を
ば
如
来
内
詮
の
大
法
を
宜
一
弔
さ
れ
た
も
の
と
し

λ
「
常

忍
抄
」

一
六
四
七
の
知
し
）
「
我
貰
成
悌
巴
来
」
と
あ
る
を
、
繭
前
、
控
門
を
未
頴
民
賓
と
説
い
た
も
の
と
解
樺
さ
れ
た
。
〈
「
十
法
界
抄
」
二

八
七
「
関
目
抄
」
七
九

O
の
如
し
）
皆
と
れ
宗
祖
濁
得
の
見
地
で
あ
る
。

宗
祖
は
斯
る
見
解
の
下
K
．
自
己
の
立
脚
地
を
定
め
て
宗
旨
を
開
創
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
開
宗
の
営
初
よ
り
問
筒
格
言
を
主
張
し

諸
宗
無
得
道
を
論
告
さ
れ
た
の
は
寧
ろ
営
然
の
事
で
あ
ら
ね
ば
友
ら
ぬ
。
左
に
二
三
組
者
を
引
用
し
て
と
の
主
張
を
詮
撮
立
て
れ
ば
、
先

づ
「
守
護
国
家
論
」
に
、

常
詮
天
台
宗
事
者
、
於
＝
爾
前
一
許
立
品
分
ノ
得
道
－
。
於
＝
・
日
義
二
小
レ
許
＝
営
分
ノ
得
道
－
。
（
二
六

O
V

と
、
論
旨
淘
に
鮮
明
と
一
試
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
唱
題
抄
」
に
は
‘

叉
法
華
経
の
本
門
に
し
て
は
爾
前
の
固
と
謎
時
の
固
と
を
操
ヲ
事
不
審
な
き
者
也
。
（
三
四

O
）

と
謹
言
せ
ら
れ
、
「
十
法
界
抄
」
に
も
同
様
の
・
文
義
が
あ
る
。
日
く

於
苦
闘
前
J

中
一
且
，
詩
戸
法
華
ザ
許
＝
於
三
乗
常
分
ノ
得
道
目
。
所
調
種
熟
脆
ノ
中
，
熟
筏
ノ
位
ナ

3
是
心
同
遮
門
J

設
7
9本
門
観
心
ノ
時
ニ
立
H
疋貫一



義
一
云
云
（
二
八
九
〉

と
論
じ
て
を
ら
れ
る
。
更
に
一
居
明
細
に
設
か
れ
た
る
は
「
営
陣
義
抄
」
に
し
て
、

繭
前
述
門
ノ
菩
薩
二
分
雄
日
有
勺
断
感
詮
理
義
分
－
。
封
守
本
門
－
之
時
五
品
分
ノ
断
惑
7
非
一
」
跨
節
断
惑
一
被

2
2未
断
惑
一
也
。
然
者
菩
薩

鹿
虞
得
入
ト
繕

C
Z嫌
訂
二
乗
↓
之
時
興
勺
一
位
得
入
ノ
名
－
也
D

故
一
繭
前
謹
門
ノ
大
菩
嵯
ヵ
詮
＝
得
僻
ノ
蓮
華
↓
事
n

本
門
ノ
時
也
。
異
質
ノ
断
惑
ハ

開
封
シ
書
量
J

↓
口
問
↓
時
也
。

と
の
文
を
細
讃
精
請
す
れ
ば
、
斯
謹
の
意
義
は
愈
々
明
瞭
た
ら
ざ
る
を
得
た
い
。
加
之
「
本
隼
抄
」
に
第
五
重
の
三
段
を
明
す
下
に
於
て

繭
前
遮
門
ノ
困
救
2
倫
＊
非
日
僻
因
一
（
九
四
二
）

と
詑
か
れ
で
あ
る
。
寅
に
痛
切
明
白
ξ
稽
す
ぺ
き
で
あ
る
。
査
し
久
近
、
本
速
の
分
岐
せ
ら
る
L
所
以
の
如
何
に
深
遠
た
る
理
由
を
包
有

し
て
を
る
か
ど
粗
ぼ
解
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
詮
歩
る
所
、
此
等
の
交
は
皆
第
三
の
法
門
に
依
っ
て
模
挫
の
得
径
を
奪
っ
た
の
で
あ
る

さ
れ
ば
縦
貫
相
釘
と
い
ふ
も
、
天
台
の
判
轄
と
は
同
じ
か
ら
や
、
況
し
て
や
木
控
相
封
の
化
導
に
於
て
は
、
ム
口
家
の
所
談
と
は
玄
か
に
呉

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
乃
ち
約
時
の
本
越
は
台
家
の
所
判
に
し
て
、
我
家
宗
組
の
判
轄
は
約
時
、
約
設
に
百
一
っ
て
・
本
越
を
論
ゃ
る
の
で
あ

る
。
台
家
に
於
て
は
唯
だ
果
径
の
虚
貰
に
約
し
て
本
語
b
L
論
や
る
も
宗
岨
は
因
果
供
に
本
越
に
約
し
て
虚
質
を
究
明
せ
ら
れ
た
。
故
に
樫

賞
、
本
法
、
約
時
、
約
説
、
因
徒
、
呆
徒
、
執
れ
に
も
せ
よ
、
第
三
敢
相
を
専
用
し
給
ひ
し
が
宗
組
一
期
の
化
導
た
り
し
を
深
〈
思
は
ね

ぽ
た
ら
ね
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
‘
「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
也
」
と
は
貰
に
宗
岨
が
悌
敬
諸
宗
の
入
師
に
特
殊
た
る
旨
を
表
白
せ
ら
れ

た
金
一
宮
口
な
り
と
云
ふ
も
敢
て
過
言
で
は
た
い
。

悲
に
注
意
す
べ
き
は
需
量
品
開
顕
の
上
で
、
本
謹
一
部
を
鶴
見
出
せ
ら
れ
た
の
は
「
十
章
抄
」
の
中
に
所
謂
、
遊
門
は
本
門
の
依
義
判
文

の
綱
格
に
依
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
無
得
道
の
法
門
を
そ
の
ま
L
費
川
せ
ら
れ
た
の
で
は
た
い
。
則
ち
木
門
書
量
品
の
義
に
依
っ
て
、
設
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，、、

門
の
経
文
を
判
じ
．

一
部
を
唯
本
門
書
量
日
間
と
見
倣
し
、
二
十
八
品
悉
く
得
道
救
と
詩
し
て
、
繭
前
経
に
営
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
機
質

の
起
謹
も
天
台
の
如
く
手
緩
く
は
な
い
の
で
る
る
。

一
例
を
架
ぐ
れ
ば
『
聾
職
品
』
に
「
唯
我
一
人
能
稔
救
護
」
と
あ
る
が
、
と
れ
を
謹

門
の
賞
分
で
言
へ
ば
雨
前
経
の
僻
と
同
様
に
、
始
成
正
血
児
の
樟
迦
如
来
の
救
済
力
を
説
い
た
も
の
で
．
慈
悲
の
分
量
が
繭
陀
や
制
捜
師
と
相

連
b
る
こ
と
は
認
め
得
な
い
。
則
ち
樺
隼
が
抄
武
装
三
兆
の
唯
我
一
人
能
局
救
護
者
で
あ
る
と
同
時
に
‘
踊
陀
は
西
方
極
端
ポ
世
界
の
唯
我
一

人
能
お
救
説
者
で
あ
る
。
之
れ
即
ち
相
封
的
各
修
各
行
の
悌
に
し
て
、
怖
に
樺
質
の
差
を
判
然
立
つ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
若
し
本
門
需
品
恩

品
の
義
主
以
て
此
文
を
判
守
る
時
は
「
唯
我
一
人
」
と
は
久
速
の
本
僻
樟
隼
一
人
の
貫
在
を
設
き
し
に
外
た
ら
歩
、
伺
っ
て
、
繭
陀
や
柴

師
b
L
非
話
し
た
玄
告
と
成
る
。
随
っ
て
「
能
震
救
護
」
と
は
本
悌
耀
隼
の
絶
封
的
大
慈
記
力
を
開
示
し
た
る
経
文
に
し
て
、
繭
陀
鎖
師
の

相
封
的
小
一
組
訟
の
存
在
を
認
め
な
い
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
控
門
は
本
門
の
依
義
判
文
の
綱
格
に
よ
れ
ば
、
此
一
文
だ
け
で

も
ん
必
附
無
間
前
な
も
．
諸
（
一
市
無
得
道
論
で
も
言
へ
る
こ
と
に
な
る
心
で
あ
る
。
同
じ
法
華
経
で
も
誼
門
よ
り
眺
む
る
の
と
、
本
門
か
ら
見

る
の
と
は
、
そ
こ
に
吾
川
出
の
相
遥
あ
る
も
の
に
し
て
、
則
ち
天
台
は
遮
円
か
ら
見
た
が
、
宗
岨
は
本
門
か
ら
見
て
庚
く
一
部
を
解
樺
し
・

進
ん
な
一
代
位
乞
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
宗
組
。
化
導
を
本
面
控
裏
と
も
、

一
部
唯
本
と
も
一
足
ふ
の
で
あ
る
。
宗
祖
が
遮
門

を
依
用
す
る
に
付
て
、
依
義
判
文
の
綱
格
に
よ
り
給
ひ
し
文
詮
を
一
一
一
翠
ぐ
れ
ば
、

「
法
華
一
・
取
要
抄
」
に
一
匹
く
、

白
ニ
方
便
品
－
至
＝
子
人
記
品
－
八
品
－
↓
有
＝
二
意
－
。
自
L

上
向
レ
下
次
第
三
讃
勺
之
、
第
三
菩
薩
、
第
二
＝
二
乗
、
第
一
二
三
凡
夫
也
。
自
＝
安
繋

行
日
間
＼
勧
持
、
提
襲
．
賓
格
．
法
師
：
逆
弐
＝
讃
い
之
以
＝
滅
後
ノ
衆
生
↓
鳥
レ
正
：
在
世
ノ
衆
生
ヲ
詩
L

傍
ト
。
以
＝
滅
後
一
論
レ
之
王
法
千
年
、

像
法
千
年
n

傍
也
。
以
＝
末
法
↓
時
レ
正
ト
0

末
法
ノ
中
以
－

B
蓮
↓
詩
レ
正
ト
也
。
（
一

O
一二九〉

と
の
文
に
「
謹
讃
」
と
は
本
門
の
義
に
依
っ
て
迩
門
を
判
じ
て
、
末
代
日
蓮
を
正
と
話
す
と
讃
了
し
玉
ひ
し
も
の
に
し
て
「
関
心
本
曾
抄
」



に
も
同
様
の
文
が
る
る
。

述
門
十
四
品
、
正
宗
八
品
、

一
位
見
山
内
之
，
以
さ
一
乗
五
時
日
正

t
以
茎
口
薩
凡
夫
芸
崎
山
傍
ト
0

再
往
考
な
之

t
以
＝
正
像
末
ノ
凡
夫
↓
誌
は
正

S

正
像
末
，
＝
一
時
，
中

z
t
以
＝
末
法
J

始

Z
P正
中
J

正
↓
。
（
九
四
二
）

「
本
隼
抄
」
に
は
一
位
再
往
と
一
冨
ひ
、
「
取
要
抄
」
に
は
順
讃
逝
讃
と
一
民
へ
ば
．
語
は
襲
。
て
を
る
も
‘
意
は
同
一
で
あ
る
。
更
に
「
薬
王

品
得
意
抄
」
に
は
、

自
＝
分
別
功
徳
品
－
十
二
品
A

正
三
寄
量
品
タ
末
代
之
凡
夫
〆
可
同
行
ぇ
様
傍
三
方
便
品
等
J

八
品
ヲ
可
内
需
＝
修
行
－
様
ヲ
設
タ
也
。
然
内
此
輔
衆
王
品
n

方
便
日
間
等
之
八
品
蛙
＝
寄
量
品
ヲ
可
習
慣
行
ベ
様
，
読
ま
品
也
。
ハ
五
三
四
）

営
抄
は
寄
量
品
よ
り
流
通
分
の
経
文
を
眺
め
、
本
門
流
通
の
経
文
よ
り
本
門
迩
門
の
費
用
を
論
じ
て
傍
E
b
t
示
し
給
ひ
し
も
の
に
し
て
、

矢
張
り
一
部
唯
本
の
文
で
あ
る
。
更
に
「
四
菩
一
睦
造
立
抄
」
に
は
、

末
法
の
始
a
に
は
一
向
に
本
門
也
一
向
に
本
門
の
時
な
れ
ば
と
て
誼
門
を
捨
v
ベ
き
に
あ
ら
や
。
於
司
法
華
経
一
部
一
前
十
四
品
を
捨
沙
べ
き

経
文
佐
川
凶
之
レ
。
本
越
の
所
判
は
一
代
謹
棋
を
三
重
に
配
嘗
す
る
時
爾
前
迩
門
は
正
法
像
法
或
は
末
法
は
本
門
の
弘
マ
ら
せ
給
ヲ
ペ
き
時
也

今
の
時
は
正
に
は
本
門
傍
に
は
遮
門
也
。
遊
門
無
得
遁
と
一
再
9

て
越
門
を
捨
て
て
一
向
本
門
に
心

K
入
レ
さ
せ
給
ヲ
人
々
は
。
い
ま
だ
日
蓮

が
本
意
の
越
川
を
習
は
せ
給
は
ざ
る
に
と
そ
以
テ
の
外
の
僻
見
也
。
（
一
八
五
七
〉

と

一
部
唯
本
傍
意
正
意
の
差
と
そ
あ
れ
、
本
挫
U
L
愛
用
せ
ら
れ
た
る
と
と
は
明
白
で
あ
る
。
さ
れ

E
最
も
肝
要
な
る
と
と
は
‘
害
且
賓
の

一
品
が
宗
凪
の
敬
相
皐
上
に
於
け
る
生
命
に
し
て
、
と
れ
よ
り
出
で
て
一
代
悌
敬
の
判
轄
と
成
り
‘
樫
逃
諸
宗
の
折
伏
と
成
り
‘
本
掛
働
見

用
の
法
門
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
書
量
品
た
か
り
せ
ば
宗
闘
な
し
と
断
言
し
て
樺
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法

門
也
ω
」
と
は
賞
に
不
磨
の
格
言
で
あ
る
。
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さ
て
、
斯
様
に
宗
甑
が
本
化
別
頭
の
敬
相
を
判
躍
し
て
、
本
門
書
量
品
を
撰
取
し
玉
ひ
し
所
以
は
、
・
弐
に
述
ぷ
る
別
踊
観
心
の
大
法
乞

顕
示
せ
ん
が
鵠
で
あ
る
。
さ
れ
ば
．
敬
相
部
は
蕊
に
と
ど
め
て
、
進
ん
で
之
れ
よ
り
本
化
別
踊
の
翻
心
の
大
要
を
記
す
。

第

三

章

jJIJ 

頭

観

,r,, 

抑
も
観
心
の
説
明
は
至
難
と
一
疋
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
は
質
修
賀
行
し
て
．
自
己
が
そ
の
境
に
安
住
し
て
と
そ
．
そ
の
民
趣
味
が
知
れ
る
も

の
た
れ
ば
、
之
を
言
僻
の
上
に
設
越
す
る
の
難
き
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
で
本
化
輔
自
の
智
限
に
映
じ
た
る
所
謂
別
副

の
観
心
談
と
は
如
何
。
之
に
O
き
最
も
正
確
な
る
方
法
と
し
て
組
判
の
明
文
に
依
っ
て
申
さ
ば
、

「
治
病
抄
」
に
云
く

一
念
三
千
ノ
観
法
に
一
つ
あ
り
つ
ハ
謹
二
三
事
な
り
。
天
台
倖
敬
等
の
御
時
に
は
理
也
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
故
－
－
大
難
久
色
ま
さ

る
。
彼
は
遮
門
の
一
念
三
千
此
は
本
門
ノ
一
念
三
千
也
。
天
地
は
る
か
に
殊
也
こ
と
也
と
。
御
臨
能
の
御
時
は
御
心
へ
有
る
べ
く
候
。

C

二
O
一ニ〉

と

一
一
韻
直
ち
に
何
人
も
容
易
に
台
賞
観
心
所
談
の
上
に
、
本
語
、
事
理
の
大
差
あ
る
を
認
知
し
得
る
の
で
あ
る
。

天
台
大
師
は
此
一
念
三
千
の
観
法
に
就
い
て
は
つ
止
観
」
第
七
「
正
観
章
」
の
下
に
於
て
趨
ぺ
て
居
ら
れ
る
が
、
此
天
台
の
解
轄
は
迩

門
方
便
口
聞
の
諸
法
宜
相
の
文
に
依
っ
て
建
立
せ
ら
れ
た
も
の
に
し
て
、
汎
く
法
華
一
部
の
精
髄
を
護
揮
し
た
も
の
で
は
・
泣
い
。
共
詮
擦
に

は
迩
門
弘
通
の
後
梅
者
た
る
妙
柴
大
師
は
「
弘
決
L

一
一
一
ノ
上
四
丁
に
「
今
約
法
華
謹
理
」
と
一
エ
ひ
、
叉
「
一
部
之
仙
人
共
成
国
一
東
問
権
妙
悶
」

と
あ
る
。
乃
ち
之
れ
に
依
っ
て
見
る
も
天
台
観
む
の
程
度
は
自
ら
明
か
に
し
て
、
宗
凪
の
所
判
ま
た
決
し
て
潤
断
的
諮
附
に
非
ざ
る
事
附

白
で
あ
渇
3

則
ち
如
何
に
し
て
も
、
天
台
は
越
門
漣
哩
の
立
脚
地
の
上
に
長
政
観
を
組
織
し
を
る
も
の
と
一
去
は
ざ
る
を
得
た
い
。
然
る
に



本
門
弘
通
の
大
導
師
た
る
宗
組
に
至
つ
て
は
，
大
い
に
そ
の
面
白
を
殊
に
し
て
を
ら
れ
、
伎
の
本
隼
抄
、
開
目
抄
等
に
於
て
盛
に
一
念
三

千
を
明
す
も
の
、
皆
本
門
書
量
品
の
妙
文
に
根
醸
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
関
目
抄
上
を
拝
讃
す
れ
ば
、

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
書
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
ハ
七
五
一
〉

と
あ
り
、
共
他
に
引
詮
す
べ
き
明
文
は
多
K

之
を
奔
し
得
る
が
、
そ
の
中
、
「
十
章
抄
」
に
日
く
、

一
念
三
千
と
申
λ

事
は
遮
門
に
す
ら
た
ほ
許
さ
れ
や
何
＝
況
＋
爾
前
に
分
た
へ

ハ絶
V

た
る
事
な
り
。
一
念
三
千
の
出
庭
は
略
開
一
一
一
之
十
如

重
相
・
な
れ

E
も
義
分
は
本
門
に
限
ん
O

爾
前
は
謹
門
の
依
義
判
文
匙
門
は
本
門
の
依
義
判
交
友
り
。
但
同
県
置
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
る

べ
し
。
（
六
七
五
）

と
、
明
か
に
一
切
経
判
轄
の
大
樫
を
法
華
本
門
に
定
め
て
を
ら
れ
る
。
乃
ち
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
無
上
命
令
は
買
に
本
門
の
確
保
す
る
所

で
あ
る
。
而
も
一
念
三
千
の
法
門
に
至
。
て
は
、
建
門
は
有
文
無
義
な
れ

E
も
‘
本
門
は
文
義
倶
に
具
足
し
た
る
民
貫
教
と
示
さ
れ
て
ゐ

る
。
さ
れ
ば
此
本
門
を
自
義
主
援
の
立
脚
地
と
し
て
堂
k

た
る
大
哲
理
を
唱
導
せ
ら
れ
た
の
が
本
門
の
尊
師
た
る
祖
師
み
へ
聖
人
そ
の
入
に

外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
台
家
は
心
法
妙
に
約
し
て
一
念
三
千
の
観
法
を
立
て
し
を
以
て
、
共
親
心
は
因
分
に
し
て
、
迷
中
の
理
性

で
あ
る
。
乍
然
営
家
は
悌
法
妙
に
約
し
て
一
念
三
千
の
観
法
を
立
て
た
る
が
故
に
、
共
闘
心
は
果
分
で
あ
り
‘
悟
上
の
事
具
で
あ
る
。
そ

と
で
心
法
妙
と
僻
法
妙
と
の
謹
白
を
設
く
に
は
、
先
づ
三
法
妙
を
解
明
押
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
三
法
妙
と
は
彼
の
「
心
伸
及
衆
生
、
是
三

無
差
別
」
と
云
ふ
法
門
に
し
て
、
心
と
併
と
衆
生
と
の
三
法
を
一
匹
ひ
、
之
に
妙
と
名
づ
け
る
は
、
と
の
三
者
が
不
思
議
に
も
相
即
回
融
し

て
不
離
無
別
の
関
係
を
有
し
、
以
て
此
駐
舎
を
現
出
す
る
が
故
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
此
三
者
の
何
れ
よ
り
見
る
も
不
可
思
議
で
あ
り

妙
で
あ
る
、
即
ち
と
の
三
法
は
盆
に
不
可
思
議
な
る
法
な
る
を
以
て
之
を
妙
と
補
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
三
法
を
因
果
に
配
営
す

れ
ば
、
衆
生
と
心
法
と
は
因
分
に
し
て
、
悌
は
呆
分
と
な
る
。
叉
修
性
、
事
理
、
迷
悟
に
配
す
れ
ば
因
分
の
法
は
性
な
り
、
理
な
り
、
迷
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な
り
で
あ
ワ
て
、
果
分
の
法
は
修
た
り
、
事
な
り
、
悟
な
り
で
あ
る
。
故
に
衆
生
と
心
法
の
二
妙
は
、
迷
中
理
性
の
法
門
と
な
り
、
之
を

締
法
妙
の
悟
上
修
顕
の
事
よ
り
奪
ふ
時
は
．
無
明
の
漣
域
に
堕
さ
れ
る
、
所
謂
コ
ニ
千
在
理
同
名
無
明
」
で
あ
る
。
さ
れ
ば
天
台
は
三
者

の
中
吾
人
自
身
の
心
よ
り
入
っ
て
、
寓
法
の
妙
を
極
め
む
と
し
て
一
念
三
千
観
を
建
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
此
救
護
は
必
中
迷
中
の
理
性

に
属
す
る
。
故
に
此
組
織
に
依
る
天
台
の
謹
門
の
翻
心
は
、
因
果
の
上
よ
り
一
再
ふ
時
は
因
分
で
あ
り
、
事
理
の
上
か
ら
論
や
れ
ば
理
性
と

一
広
ふ
べ
き
で
あ
る
。
先
師
が
天
台
の
観
心
を
評
し
て
無
明
縁
起
の
法
門
と
一
疋
ひ
、
営
家
の
翻
心
を
怖
界
縁
起
の
法
門
と
都
し
た
の
は
、
誠

に
千
古
の
確
論
と
思
ふ
。
さ
れ
ば
営
家
の
一
念
三
千
は
三
法
妙
の
中
で
は
榔
法
妙
、
則
ち
久
遠
質
成
の
抽
仰
の
身
上
よ
り
論
ぜ
し
も
の
に
し

て
、
果
分
事
具
の
法
門
と
成
る
の
で
あ
る
。
「
立
正
観
抄
」
（
一

O
六
九

l
七
O
〉
に
は
排
る
意
味
を
詑
し
て

λ
取
意
）
「
此
一
念
＝
一
千
は
閃
分

に
あ
ら
や
し
て
果
分
た
り
‘
日
蓮
の
所
立
は
巳
に
一
念
三
千
の
観
心
を
働
界
の
上
に
立
て
た
る
本
地
難
思
の
境
智
の
妙
法
に
し
て
、
と
の

妙
法
は
謎
門
の
僻
輩
口
薩
の
考
へ
及
ぶ
所
に
あ
ら
や
、
ま
し
て
や
凡
夫
二
乗
の
徒
之
を
解
し
得
ぺ
か
ら
や
、
」
と
説
明
さ
れ
て
居
る
。
悌
と
衆

生
と
の
聞
が
此
の
如
く
天
地
懸
隔
し
た
る
を
謹
慎
せ
し
め
ん
止
す
る
に
は
、
智
力
的
観
心
の
到
底
及
ぶ
所
に
あ
ら
歩
、
却
っ
て
篠
h

生
併

め
関
係
を
遠
ざ
け
る
の
み
で
あ
る
。
則
ち
此
場
合
に
は
事
相
行
儀
の
信
心
が
必
要
と
た
る
o
さ
れ
ば
「
間
信
五
回
m
抄
」
に
は
信
仰
に
依
つ

て
併
と
衆
生
と
が
一
致
冥
合
す
る
皆
を
詳
論
し
て
居
ら
れ
る
の
で
る
る
。

台
家
の
観
心
は
因
分
理
性
の
法
門
・
な
れ
ば
自
己
の
心
法
を
観
じ
て
三
千
三
諦
の
妙
理
を
領
納
す
る
と
と
が
向
来
る
。
叉
斯
く
す
る
必
要

も
自
然
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。
蕊
に
於
て
台
家
は
観
念
法
行
を
以
て
宗
旨
と
震
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
と
に
友
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
営
家
。

は
果
分
の
故
に
悟
上
事
具
の
法
門
を
設
き
し
も
の
在
れ
ば
、
卑
し
き
我
等
の
智
解
を
以
て
直
ち
に
之
を
識
得
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る

唯
だ
仰
い
で
如
来
の
金
言
を
信
じ
‘
以
て
僻
陀
の
境
界
に
到
達
す
る
よ
り
外
に
遣
は
た
く
、
則
ち
宗
祖
が
受
持
信
行
を
以
て
宗
旨
を
立
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
尚
ほ
宗
組
は
開
目
抄
上
ハ
七
六
五
〉
に
は
樺
隼
の
瀬
本
に
約
し
て
一
念
三
千
の
観
法
を
説
明
し
て
乞
ら
れ
る
が
、
是



を
以
て
直
ち
に
智
力
的
責
行
門
を
開
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
は
「
本
隼
抄
」
（
九
三
八
、
九
四
九
〉
に
於
て
果
分
の
一
念
三
千
の
観
法
主

ば
、
妙
法
五
字
に
牧
め
て
、
受
持
信
行
す
る
と
と
を
奨
め
給
ふ
に
照
し
て
‘
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
組
巴
て
宗
祖
は
本
隼
抄
、
開
目
抄
、

営
関
義
抄
、
十
法
界
抄
等
の
諸
費
に
於
て
、

一a
念
＝
千
十
界
互
具
の
義
を
説
明
さ
れ
し
は
唯
だ
是
妙
法
の
法
韓
を
説
明
し
た
る
も
の
に
し

て
‘
直
ち
に
是
を
以
て
我
等
賞
地
の
行
法
を
論
じ
た
の
で
は
た
い
。
其
理
由
如
何
、
宗
血
は
行
門
と
し
て
は
遮
門
の
一
念
三
千
の
観
門
す

ら
も
難
修
難
行
に
し
て
、
末
代
の
機
に
は
誼
は
ぬ
と
立
て
ら
れ
て
を
る
。
ハ
具
さ
に
は
「
四
信
五
品
抄
」
の
如
し
）
夫
を
況
し
て
や
本
門
事
時

量
本
地
難
思
の
一
念
三
千
の
観
法
を
以
て
、
直
ち
に
末
代
幼
稚
の
我
等
衆
生
の
行
法
と
錯
す
は
全
く
望
む
べ
か
ら
ざ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

末
代
の
我
等
は
名
字
却
の
行
者
に
し
て
一
念
信
解
初
随
喜
の
分
費
な
り
と
は
宗
祖
一
期
の
御
主
張
で
あ
る
の
で
あ
る
。

但
葱
に
注
意
す
べ
き
は
、
臨
書
中
、
間
間
観
念
の
行
、
即
ち
観
行
即
の
行
者
を
許
す
が
如
き
御
文
章
b
t
拝
す
る
と
と
で
あ
る
が
、
共
一

部
を
問
さ
ぽ
、
「
十
章
抄
」
（
六
七
五
）

心
に
存
λ

べ
き
事
は
一
念
三
千
の
観
法
・
怒
り
。
と
れ
は
智
者
の
行
解
な
り
。

と
あ
り
、
叉
「
唱
法
華
題
目
抄
」

C
ニ
四
一
）

患
者
多
き
世
と
た
れ
ば
一
念
三
千
の
観
を
先
と
せ
や
其
志
あ
ら
ん
人
は
必
や
習
皐
し
て
可
し
親
日
之
ヲ
。

2

と
仰
せ
ら
れ
、
叉
「
持
法
華
問
答
抄
」
（
四
七

O
〉

上
根
上
機
は
観
念
観
法
も
然
る
ぺ
し
。

と
あ
り
、
そ
の
外
「
国
浦
抄
」
に
は

所
詮
入
計
十
木
法
一
天
民
猫
朗
之
法
門
無
径
也
助
行
－
一
A

可
片
岡
用
ュ
也
。
（
二

O
O八）

と
一
不
さ
れ
‘
此
等
の
御
妙
判
が
勘
も
す
る
と
五
日
等
初
心
の
行
者
を
謬
ら
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
。
乍
然
此
等
の
御
文
章
は
唯
だ
台
徒
誘
引
の

≫O 

頭

華t

観

論

九



B’ 
頭

教

観

論

:h. 
l''l 

善
巧
方
便
に
過
ぎ
ね
か
、
雨
ら
ざ
札
ぽ
妙
法
の
法
瞳
を
門
徒
心
得
の
鴛
に
御
一
不
し
遊
ば
さ
れ
し
も
の
に
し
て
．
末
代
法
華
の
行
者
の
宣
行
商

に
於
け
る
行
儀
を
設
か
れ
た
の
で
は
な
い
っ
「
固
満
抄
」
に
「
助
行
可
レ
用
也
」
と
あ
る
も
、
常
途
の
一
部
賢
略
の
謂
諦
を
「
助
行
」
に
用
ゐ

給
ひ
し
と
同
様
に
見
倣
す
べ
き
で
は
た
い
。
讃
経
は
有
径
の
間
行
、
止
観
は
無
篠
の
助
行
、
袋
、
無
篠
そ
の
聞
の
径
庭
察
知
す
ぺ
き
で
あ

る
。
「
所
詮
入
末
法
天
真
濁
朗
之
法
門
無
径
也
」
と
は
台
徒
の
一
念
三
千
観
を
結
封
に
非
認
せ
し
も
の
、
「
助
行
可
用
也
」
と
は
合
徒
誘
引
の

詩
め
に
且
く
興
へ
た
善
巧
方
便
で
あ
る
と
と
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
れ
ぽ
此
文
を
以
て
営
家
の
観
心
助
行
を
詮
操
立
て
ん
と
す
る
は
甚
だ
謂

れ
な
き
と
と
で
あ
る
。
抑
も
末
代
は
「
智
者
」
と
か
「
上
根
上
機
」
と
か
申
す
観
行
即
の
行
人
は
た
い
の
で
あ
る
が
、
只
如
斯
に
の
み
一
五

つ
て
は
観
念
の
行
を
絶
封
無
上
の
も
の
k
如
く
確
信
し
を
る
台
徒
に
、
信
仰
主
義
の
真
髄
を
知
得
ぜ
し
む
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
例

せ
ば
哲
皐
者
に
宗
敬
を
説
く
に
、
最
初
よ
り
信
仰
の
み
を
云
ふ
も
効
果
薄
け
れ
ば
、
先
づ
宗
教
は
背
惑
を
基
礎
と
し
て
信
仰
を
勧
む
る
も

の
な
り
と
説
い
て
之
を
誘
引
す
る
に
同
じ
で
あ
る
。
則
ち
観
行
を
以
て
末
代
に
於
け
る
上
根
上
機
に
約
し
た
も
の
と
す
る
も
不
可
、
叉
助

行
に
観
行
を
許
す
と
す
る
も
不
可
、
要
す
る
に
宗
祖
は
「
四
信
五
品
抄
」
に
於
て
末
代
法
華
の
行
者
の
位
置
b
L
定
め
之
を
決
し
て
名
字
即

と
詩
し
、

一
念
信
解
初
随
喜
の
行
人
に
は
翻
行
等
の
諸
行
を
禁
止
せ
ら
れ
て
、
但
信
無
解
の
易
行
を
主
張
さ
れ
て
を
る
の
で
あ
る
。
別
一
言

す
れ
ば
‘
唯
悌
輿
備
の
高
速
な
る
境
界
を
説
い
た
本
門
の
大
法
は
‘
五
日
人
小
智
小
才

P
到
底
究
壷
す
べ
か
ら
ざ
る
と
と
ろ
に
し
て
．
畢
覚

悌
の
悲
智
に
依
託
陣
仰
す
る
で
ふ
皐
純
た
る
信
心
で
な
く
て
は
た
ら
ね
の
で
あ
る
。
而
し
て
若
し
組
判
の
上
に
於
て
観
法
を
勤
む
る
も
の

ヨ
ベ
爾
ら
ざ
る
も
の
と
る
る
を
拝
さ
ば
、
但
是
台
撃
の
徒
を
誘
化
せ
ん
が
篇
と
．
妙
法
本
腫
の
上
に
於
て
の
説
明
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
思

ふ
べ
き
で
あ
る
。
更
に
吾
等
の
行
位
に
於
て
、
智
力
と
信
仰
と
の
矛
盾
を
そ
の
佳
放
置
せ
ら
れ
し
も
の
に
非
る
旨
を
承
知
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
宗
甑
の
行
門
に
於
で
は
信
仰
唯
一
論
を
主
面
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
‘
其
信
仰
の
劃
象
は
妙
法
統
一
論
に
在
る
と

巾
し
て
差
問
へ
は
な
い
の
で
あ
る
。
抑
も
彼
の
一
念
三
千
と
か
一
心
三
観
な
ど
一
民
ふ
法
門
の
説
明
は
、
妙
解
門
白
部
円
で
あ
っ
て
妙
行
門



の
分
域
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
信
仰
的
。
範
囲
で
は
左
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
哲
皐
的
の
攻
究
や
組
理
的
の
説
明
等
は
之
を
妙
解
門

に
於
て
聾
す
ぺ
き
も
の
に
し
て
、
之
を
妙
行
門
に
於
け
る
信
仰
と
混
滑
す
べ
き
で
は
た
い
。

天
台
は
一
念
三
千
の
妙
解
門
を
取
っ
て
以
て
‘
直
ち
に
妙
行
門
に
鷹
用
し
て
之
を
像
法
時
代
の
上
根
上
機
に
相
醸
し
た
修
行
と
し
て
主

張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
唯
一
絶
劃
の
妙
法
を
ぽ
一
念
三
千
の
法
門
に
横
充
し
て
、
法
華
三
昧
を
修
行
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

絶
釘
の
妙
法
を
三
千
三
諦
に
演
縛
し
た
の
で
あ
る
。
則
ち
庚
時
の
手
段
に
依
っ
て
肝
要
を
揖
げ
た
の
で
あ
る
。
故
に
其
著
『
三
大
部
」
に

は
、
即
ち
「
玄
義
」
に
妙
法
を
解
樺
す
る
に
、
五
重
玄
義
に
約
し
て
縦
設
慌
詮
無
蓋
に
説
明
さ
れ
た
る
が
如
き
、
「
文
句
」
に
一
部
の
妙
典

を
解
轄
す
る
に
、
因
縁
、
約
敬
、
本
建
．
観
心
の
四
門
を
立
て
L
説
明
さ
れ
た
る
が
如
き
、
「
止
観
」
に
十
大
章
を
設
け
‘
十
境
十
飛
に
経

て
観
訟
の
義
を
説
寵
さ
れ
た
る
が
如
き
、
皆
此
意
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
天
台
は
「
無
量
義
経
」
に
所
謂
従
一
出
多
的
の

傾
向
を
有
し
、
宗
凪
は
「
法
華
経
」
の
所
謂
従
多
陣
一
的
の
傾
向
と
一
疋
へ
る
の
で
あ
る
。
天
台
は
宗
敬
の
最
大
要
素
た
る
信
仰
の
方
面
を

略
し
て
‘
唯
だ
智
力
的
方
面
に
偏
し
た
か
の
観
あ
り
、
所
謂
哲
串
的
に
し
て
宗
敬
的
趣
味
を
闘
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
宗
躍
は
之
と
異
り

同
よ
り
共
立
脚
地
は
結
封
無
上
の
妙
法
の
哲
接
的
見
地
の
上
に
宗
敬
的
の
行
儀
、
信
仰
を
供
へ
て
を
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
所
調
虞
時
を

捨
て
て
肝
要
を
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
諸
御
書
に
於
て
種
々
の
方
面
よ
り
解
騨
を
施
さ
れ
て
を
る
が
‘
要
は
妙
法
統
一
論
に
蹄
す
る

の
で
あ
る
。
詳
し
く
言
へ
ば
悌
々
相
封
．
本
化
迩
化
相
割
・
樺
貨
相
封
、
本
挫
相
劃
等
の
諸
法
門
を
設
か
れ
て
を
る
が
、
結
局
は
妙
法
統

一
論
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
妙
法
五
字
を
把
持
す
る
方
法
と
し
て
信
仰
唯
・
一
論
に
牧
ま
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
「
本
掌
抄
」
に
於

て
探
速
な
る
一
念
三
千
論
を
妙
法
五
字
に
詰
論
さ
れ

t
居
る
。
即
ち
、

不
日
識
司
一
念
三
千
ザ
単
位
－
－
A

伸
起
副
大
慈
悲
↓
。
妙
法
五
字
ノ
袋
，
内
＝
裏
司
此
珠
↓
令
山
王
ヲ
懸
回
米
代
幼
稚
，
頚
一
。
（
九
四
九
〉

と
、
乍
然
、
斯
様
に
一
念
三
千
の
如
き
精
織
を
極
め
た
議
論
を
摘
い
て
、
僅
か
の
五
文
字
K
要
約
す
る
と
と
は
、
華
寛
非
論
理
に
は
非
る

}.Jg 

量丘

数

観

論

九
五
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ま士

翻

論

九
，、

か
、
退
沙
的
、
素
朴
的
に
は
非
る
か
等
の
錠
ひ
左
き
に
し
も
②
ら
や
で
あ
る
が
‘
宗
副
は
御
堂
日
の
中
に
這
般
の
泊
息
を
侍
へ
ら
れ
て
、
「
問

信
五
口
問
抄
」
に
‘

問
ヲ
汝
何
リ
不
日
制
制
＝
進
二
念
三
千
ノ
観
門
寸
唯
令
リ
ャ
唱
一
一
題
白
許
づ
。

答
テ
日
夕
日
本
ノ
二
字
通
龍
一
－
聾
シ
テ
ム
ハ
十
六
園
之
人
畜
財
三
モ
不
L

残
サ
バ

氏
ノ
隔
出
子
＝
宣
無
司
令
七
十
筒
園
、
妙
築
ノ
一
区
タ
略
ソ
撃
で
経
題
↓
玄
E

牧
山
一
部
↓
。
叉
去
ク
時
ν
架
で
界
如
↓
兵
士
揺
日
三
千
↓
。
文
殊
師
利
控
日
曜
阿

難
骨
骨
者
三
曾
八
年
之
間
J

僻
語
奉
叶
之
ヲ
題
目
妙
法
蓮
華
経
↓
共
キ
下
三
領
解
シ
テ
一
五
ク
如
是
我
聞
ト
云
一
五
0

（
一
五
四
二
〉

と
記
さ
れ
た
る
が
如
き
‘
題
目
受
持
の
理
由
を
説
明
し
て
明
白
で
あ
る
。
猪
又
ベ

t
野
抄
」
に
は
、

今
末
法
に
入
P

ね
れ
ば
飴
艇
も
法
華
経
も
せ
ん
ハ
詮
〉
な
し
但
雨
無
妙
法
蓮
華
経
な
る
べ
し
。
か
う
申
シ
出

Z
て
候
も
わ
た
く
し
（
私
）
の

計

Z
K
は
る
ら
や
。
緯
迦
多
賀
十
方
ノ
諸
僻
地
涌
千
田
作
の
御
計
ζ
也
。
此
雨
無
妙
法
蓮
華
艇
に
飴
事
を
ま
じ
（
交
）
へ
ば
ゆ
ゆ
し
き
ひ
が

（
僻
〉
事
也
0

（
一
七
一
七
〉

冒
と
あ
る
。

E
に
営
今
の
時
代
に
埴
へ
る
易
修
易
行
と
一
五
は
ざ
る
を
得
ね
の
で
あ
る
。
又
「
高
橋
抄
」
に
は
、

末
訟
に
入
η

た
ば
迦
薬
阿
難
等
文
殊
蹴
勅
菩
薩
等
製
玉
観
一
音
等
の
ゆ
づ
ら
れ
し
と
と
ろ
の
。
小
乗
経
大
乗
経
誼
に
法
華
経
は
文
字
は
あ
り

と
も
家
生
の
病
の
築
と
は
な
る
べ
か
ら
や
。
所
謂
病
は
重
し
柴
は
あ
さ
し
。
共
時
上
行
菩
薩
出
現
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
五
宇
を

一
閤
浮
提
の
一
切
衆
生
に
さ
づ
く
べ
し
。
（
一
二
七
七
〉

と
も
明
言
せ
ら
れ
て
を
る
。
以
て
如
何
に
五
字
受
持
の
至
妙
至
賓
な
る
か
を
思
は
ね
ば
・
な
ら
ね
次
第
で
あ
る
。
更
に
「
同
信
五
日
間
抄
」
に

は
斯
く
附
加
へ
て
‘

直
官
時
持
＝
此
粧
↓
者
非
レ
亙
山
二
経
一
。
専
持
題
目
不
は
雑
品
徐
文
↓
向
レ
不
許
可
一
経
ノ
讃
諦
ゴ
何
－
－
祝
ャ
五
度
Z
。
（
一
五
四
一
）

と
一
去
は
れ
、
叉
「
取
要
抄
」
に
は
、



於
宅
末
法
一
者
大
小
櫨
貰
顕
密
共
畠
有
け
敬
：
銀
河
出
得
道
二
閤
浮
提
皆
僑
ヨ
説
法
斗
回
宅
。
筋
三
逆
縁
ザ
但
限
引
妙
法
蓮
華
経
F

五
宇
一
一
耳
。
乃
至

日
蓮

4
5、
庚
略
↓
好
品
肝
要
↓
所
謂
上
行
菩
薩
所
偉
ノ
妙
法
蓮
華
麗
J

五
字
也
。
ハ
一

O
四
二
〉

と
も
一
式
は
れ
た
。
此
等
は
皆
、
妙
法
統
一
論
、
信
何
唯
一
論
の
立
脚
地
よ
り
見
た
本
化
の
燃
犀
な
る
論
鋒
で
あ
る
。
斯
く
論
じ
来
れ
ば
、

裁
に
一
つ
の
誤
解
乞
招
く
虞
れ
が
あ
る
。
即
ち
讃
諦
誘
法
論
で
あ
る
。
そ
は
上
来
の
文
字
の
中
に
讃
経
を
否
認
せ
ら
れ
た
所
あ
る
を
見
て

直
ち
に
法
華
艇
の
護
請
を
以
て
語
法
罪
な
り
と
思
ふ
は
、
大
な
る
僻
見
と
云
は
ね
ば
な
ら
ね
、
何
と
な
れ
ば
妙
法
の
民
意
を
得
来
り
し
上

に
‘
共
経
文
b
L
観
じ
来
れ
ば
七
官
向
。
文
字
悉
く
妙
法
の
信
仰
b
L
勧
奨
せ
ざ
る
は
な
し
で
あ
っ
て
、
妙
法
の
信
仰
を
把
持
せ
ん
と
す
る
者
が

之
を
一
説
諭
す
る
は
ι

買
に
之
れ
妙
法
受
持
の
助
行
に
非
A
T
し
て
何
で
あ
ら
う
。
何
ぞ
そ
の
助
行
を
白
し
て
飴
経
讃
請
の
語
法
と
同
一
蹴
す
る

と
と
が
出
来
ゃ
う
か
。
吾
人
は
断
じ
て
共
不
可
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ

E
讃
諦
助
行
論
は
今
の
主
論
に
非
ざ
る
を
以
て
之
に
止

め
る
。さ

て
如
斯
に
論
じ
来
れ
ば
．
勢
ひ
三
大
秘
法
論
と
妙
法
統
一
論
．
信
仰
唯
一
論
と
の
関
係
を
論
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
要
す
る
に
宗
凪
の

三
大
秘
法
論
は
此
の
妙
法
統
一
論
信
仰
唯
一
論
を
完
成
せ
ん
が
矯
め
に
建
設
せ
ら
れ
た
形
式
に
外
友
ら
ぬ
。
さ
れ

E
其
形
式
の
大
成
は
身

延
に
於
て
始
め
て
成
さ
れ
し
も
の
に
し
て
‘
之
を
以
て
働
敬
諸
宗
弘
統
一
す
べ
き
方
策
と
し
て
門
子
壌
越
を
指
導
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

思
ふ
に
、
三
大
秘
法
論
も
畢
党
は
妙
法
統
一
論
信
仰
唯
一
論
た
る
に
過
ぎ
友
い
。
何
と
な
れ
ば
三
大
秘
法
論
即
唯
一
の
妙
法
た
れ
ば
で

あ
る
。
則
ち
唯
一
の
妙
法
主
所
信
の
境
に
約
し
て
本
隼
と
名
け
、
持
戒
に
約
し
て
戒
壇
と
稽
し
、
口
唱
に
約
し
て
題
目
と
名
け
た
の
で
あ

る
。
猫
詳
言
す
れ
ば
、
行
者
信
仰
崇
拝
の
境
的
と
し
て
本
寧
を
要
し
、
行
者
が
信
受
奉
行
す
る
稿
名
を
要
す
る
か
ら
題
目
と
な
り
、
此
本

隼
に
劃
し
て
此
題
目
を
唱
ふ
る
者
、
須
ら
く
敬
鹿
至
誠
を
以
て
動
作
せ
・
ヂ
ん
ぽ
あ
ら
や
。
是
に
於
て
本
門
戒
壇
の
成
立
を
見
る
の
で
る
る

要
す
る
に
三
者
は
貰
に
唯
一
妙
法
の
質
説
で
あ
り
．
唯
一
信
仰
の
表
白
で
る
る
。
三
大
秘
法
論
と
妙
法
統
一
論
と
信
仰
唯
一
論
と
の
闘
係

別

頭

数

• 
諭

九
七
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頭

毒t

観

論

九
A 

は
斯
く
の
如
く
で
あ
る
D

（
報
恩
抄
下
参
照
）

之
を
要
す
る
に
、
宗
副
胞
の
一
念
苫
一
千
論
は
仰
い
で
愈
々
共
高
き
に
蔚
く
可
く
‘
臨
む
で
径
々
共
探
き
に
感
4
1
る
の
み
で
あ
る
。
叉
妙
法

統
一
論
‘
信
仰
唯
一
論
に
至
て
は
、
国
満
至
極
な
る
宗
救
組
織
に
し
て
、
紛
糾
雑
嵐
せ
る
思
想
、
宗
救
国
仲
今
日
の
時
機
に
正
し
く
趨
犠
せ

る
行
門
と
稽
賛
ず
べ
き
で
あ
る
。
想
ふ
て
誌
に
至
れ
ば
本
化
の
宗
や
幽
主
に
し
て
簡
明
、
宗
岨
の
識
や
該
博
に
し
て
高
速
深
遠
た
る
を
蝿

ゆ
る
の
で
あ
る
。
唯
だ
我
等
は
何
い
で
信
4
1
べ
く
‘
備
し
て
讃
じ
挙
る
の
外
な
き
弐
第
で
あ
る
。

第

四

章

結

論

宗
組
は
第
三
の
敬
相
を
府
ひ
‘

一
面
に
樺
挫
の
諸
宗
を
無
得
道
と
論
告
し
‘

一
面
に
本
門
書
量
の
一
念
三
千
の
法
門
を
掲
げ
来
っ
て
、

之
を
妙
法
に
結
蹄
し
‘
而
し
て
僻
敬
諸
宗
の
統
一
を
計
り
．
但
信
無
解
の
易
行
佐
立
て
て
末
代
の
下
機
を
躍
し
、
国
浦
・
な
る
平
民
主
義
の

一
大
宗
散
を
建
設
さ
れ
た
末
法
の
導
師
た
る
と
と
は
前
に
略
越
せ
る
如
く
で

b
る
。
而
し
て
宗
組
の
御
生
涯
を
一
貫
せ
る
大
思
想
は
賞
に

妙
法
統
一
論
で
あ
る
。
共
妙
法
統
一
論
主
主
張
さ
れ
た
所
以
は
組
ぼ
組
判
の
明
文
に
依
り
知
り
得
る
と
と
で
あ
る
が
、
共
妙
法
統
一
論
を

知
る
捷
俸
は
何
か
‘
そ
は
宗
組
が
一
期
賞
身
の
大
事
と
何
せ
ら
れ
た
伎
の
佐
渡
始
顕
の
大
量
茶
臨
棋
を
拝
す
る
に
若
く
は
な
い
。
此
長
茶
羅

は
題
目
の
光
明
に
十
周
作
を
包
み
照
し
た
る
隼
形
に
し
て
、
妙
法
の
下
に
十
凶
作
の
貫
在
乞
詮
明
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
妙
法
以
外
に
割
蟻
的

個
立
を
許
さ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
．
妙
法
を
離
れ
て
は
樺
隼
た
く
・
多
費
伸
た
く
、
本
化
た
く
、
連
化
な
く
、
天
上
界
な
く
、
人
間
界
な

し
で
る
る
。
即
ち
妙
法
に
順
ぜ
ざ
る
も
の
は
働
た
り
と
も
之
乞
諦
法
と
嫌
ひ
、
無
聞
と
破
す
る
の
で
る
る
。
宗
祖
の
所
謂
念
悌
無
聞
も
此

意
義
主
出
で
た
い
0

・
況
や
共
巳
下
を
や
で
あ
る
。
故
に
妙
法
の
中
心
を
離
れ
て
は
如
何
な
る
悌
、
如
何
な
る
菩
薩
が
設
か
れ
た
法
門
で
あ

っ
て
も
．
そ
は
無
関
諭
と
在
り
‘
亡
凶
論
と
な
る
の
で
る
る
。
叉
妙
法
に
順
ぜ
ぬ
も
の
は
一
切
そ
の
存
在
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
斯
様



に
妙
法
を
中
心
と
し
て
十
法
界
の
統
一
を
計
っ
た
の
が
長
茶
羅
本
隼
の
営
相
で
あ
る
。

上
来
述
べ
来
っ
た
所
は
、
本
化
別
頭
の
敬
観
を
唯
だ
わ
づ
か
に
共
梗
概
を
系
統
的
に
羅
列
し
た
に
過
ぎ
ね
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
一
念
ご
一
。

千
論
の
質
問
の
如
き
、
妙
法
統
一
論
の
完
成
の
如
き
、
信
仰
唯
一
論
の
現
前
の
如
き
‘
ま
た
は
種
熟
脆
法
門
の
如
き
に
至
つ
て
は
殆
ん
ど

未
だ
説
き
到
ら
な
い
が
、
斯
く
の
如
き
は
到
底
、
今
の
小
論
文
の
翠
す
所
に
非
守
、
若
し
強
て
之
を
趨
ぶ
れ
ば
‘
断
片
的
不
得
要
領
に
陥

り
、
只
荘
漢
と
し
て
雲
を
撞
み
、
風
を
捉
ふ
る
底
の
感
る
る
ぺ
き
を
以
て
、
今
は
只
僅
か
に
本
化
別
闘
の
救
視
の
大
要
を
系
統
的
に
論
述

し
た
る
も
の
で
あ
る
。

惟
ふ
に
、
敬
視
は
以
て
大
に
支
離
滅
裂
其
底
止
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
が
如
き
帥
救
各
宗
の

E
邪
を
札
明
ず
る
に
は
快
く
べ
か
ら
ざ
る
重

要
在
る
敬
義
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
‘
俳
散
の
各
｛
一
万
祇
を
統
一
綜
合
す
る
の
問
題
に
は
、
必
要
寸
時
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
救
誌
に
し
て

ま
た
僻
散
々
理
史
の
端
医
謹
上
、
必
A
Y
接
鯛
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
問
題
で
あ
る
。
さ
れ
ば
そ
白
設
相
の
本
陣
た
る
一
念
三
千
論
に
至
っ
て

は
、
之
を
僅
か
に
俳
敬
内
部
に
閉
息
せ
し
め
や
し
て
、
堂
々
と
枇
舎
の
島
一
卑
に
提
供
し
て
共
異
債
を
定
む
べ
き
で
あ
ら
ろ
。
即
ち
科
事
、

宗
教
の
比
較
研
究
に
、
或
は
哲
撃
、
敬
育
、
政
治
、
道
徳
等
と
宗
教
と
の
関
係
を
比
較
研
究
す
る
上
に
於
て
、
本
門
事
の
一
念
三
千
論
は

最
も
大
な
る
人
生
観
、
最
も
大
な
る
世
界
観
を
包
有
せ
る
大
哲
理
で
あ
り
、
未
だ
欧
米
諸
島
T

者
の
夢
想
し
能
は
ぎ
る
ほ
ど
の
教
理
た
れ
ば

と
れ
を
研
究
し
て
世
に
紹
介
す
る
は
質
に
本
化
の
末
撃
た
る
我
等
の
任
務
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
れ
ば
、
妙
法
統
一
論
、
信
仰
唯
一
論
は
敬
相
論
．

一A
念
三
千
諭
に
依
っ
て
討
究
精
震
せ
ら
れ
た
る
最
後
の
賓
賜
に
し
て
、
人
心
統
率

の
標
的
、
宮
内
議
日
前
同
行
の
根
本
宗
義
と
し
て
、
民
基
日
完
美
の
行
円
で
あ
る
。
吾
人
は
須
ら
く
と
の
高
妙
な
る
行
門
を
敬
一
不
せ
ら
れ
た
る
宗
祖

の
大
慈
悲
を
感
侃
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
市
し
て
我
等
共
流
を
汲
む
者
は
宜
し
く
此
民
妙
の
大
法
を
宣
一
不
す
る
と
と
に
勉
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
山
一
旦

に
徒
ら
に
悠
k

閑
日
月
を
娯
み
千
載
の
好
機
を
失
墜
し
て
可
な
ら
ん
や
で
あ
る
。
願
く
は
諸
先
聖
の
膜
尾
に
附
し
‘
且
つ
は
同
信
の
者
相

}lg 

頭

敬

叡

論

九
九
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教

観

論

一O
O

助
け
、
相
携
へ
て
．
旺
ん
に
大
法
宣
布
の
洪
誌
を
策
さ
ん
と
と
を
欣
求
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

宗
艦
大
聖
人
「
報
思
抄
」
に
示
し
て
日
く
‘

日
蓮
が
慈
悲
断
、
大
な
ら
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
寓
年
の
外
未
来
ま
で
も
た
が
る
ハ
流
布
）
べ
し
。
日
本
閣
の
一
切
衆
生
の
盲
目
を
ひ
ら

け
る
功
徳
あ
り
。
無
間
地
獄
の
道
を
ふ
さ
ぎ
ね
。
此
功
徳
は
博
敬
天
台
に
も
超
へ
龍
樹
迦
葉
に
も
勝
れ
た
り
。
極
端
官
官
年
の
修
行
は
積

土
の
一
日
の
功
に
及
ば
歩
。
正
像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法
の
一
時
に
劣
る
か
。
是
は
ひ
と
へ
に
日
蓮
が
知
日
の
か
し
と
き
に
は
あ
ら
や
時

の
し
か
ら
し
む
る
耳
。
ハ
一
五

O
九）

ム
」
、
叉
「
如
詮
修
行
抄
」
に
示
し
て
日
く
・

法
華
折
伏
破
樺
門
理
の
金
言
な
れ
ば
。
絡
に
樫
敬
楼
門
の
輩
ラ
を
一
人
も
な
く
せ
め
を
と
し
て
法
王
の
家
人
と
な
し
。
天
下
寓
民
諸
乗
一

品
抑
乗
と
成
て
妙
法
濁
り
繁
昌
せ
ん
時
。
寓
民
一
同
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
奉
ら
ぽ
。
吹
ク
風
枝
を
な
ら
さ
や
雨
壌
を
不
L

砕

Z
代
は

義
農
の
世
と
な
り
て
今
生
に
は
不
鮮
の
災
難
を
梯
ひ
長
生
の
術
を
得
。
人
法
共
に
不
老
不
死
之
理
顕
れ
ん
時
を
各
各
御
菅
ぜ
よ
。
現
世

安
穏
の
詮
文
不
日
可
円
有
山
疑
ヒ
者
也
。
ハ
九
六
八
〉



事
成
院
日
毒
師
三
そ
の
殺
事

山

田

英

毒

第

章

事
戚
院
白
書
簡
に
劃
す
る
考
究

第
一
節

書
師
の
遺
品
及
遺
蹟

角
岡
山
妙
光
寺
は
害
師
剛
時
の
業
を
成
ぜ
し
地
に
し
て
、

E
つ
同
山
三
十
五
世
の
倖
燈
た
り
。
同
寺
に
臓
す
る
葬
師
の
遺
口
聞
は

一
、
剛
略
原
本
七
品
位
・
現
行
の
捌
略
と
何
等
の
相
蓮
無
く
、
其
第
一
巻
表
紙
裏
に
三
寸
に
二
寸
位
の
日
本
紙
の
貼
紙
あ
り
。
共
の
文
に
日
く

一
月
三
星
心
呆
清
滞
ノ
樺
一
一
付
日
書
云
ク

右
様
史
記
天
宮
書
索
隠
繭
雅
ナ
リ
、
大
辰
ハ
房
心
尾
也
冠
註
授
＝
考
要
一
心
ノ
三
塁
一
名
＝
大
果
－
中
大
星
矯
明
堂
天
子
之
正
位
也
、
前
昼

太
子
後
星
庶
子
史
記
本
－
一
一
再
大
星
天
王
前
後
皇
子
属
云
云
房
ニ
四
星
心
ノ
三
星
尾
－
一
九
星
ア
リ
一
五
一
五

右
楳
恐
一
フ
グ
ハ
斯
様
ナ
底
ヨ
リ

出
叉
卓
氏
藻
林
家
偏
起
心
一
ニ
ア
夫
婦
之
象
－
故
－
一
嫁
ス
ル
者
名
テ
以
テ
儒
レ
候
一
匹
云
宋
唐
以
下
ノ
天
文
志
ヲ
検
セ
パ
而
共
義
徒
明
ナ
ラ

ン
東
宮
蒼
龍
ハ
房
心
尾
ノ
惣
名
ト
見
ヘ
タ
リ
。

右
貼
紙
の
文
何
人
の
註
な
り
や
知
ら
予
。
筆
勢
甚
だ
難
解
な
り
。
初
め
の
白
書
一
五
く
の
字
、
「
日
書
云
々
」
と
も
見
ゆ
。
書
公
の
筆
勢
に
似

る
も
未
だ
詳
な
ら
歩
。

一
、
御
本
簿
一
幅
、
此
の
外
角
田
山
檀
越
諸
家
中
に
十
岡
本
を
教
ふ
る
も
、
皆
同
型
左
り
。
即
ち
中
央
題
目
の
下
に
日
蓮
と
大
室
内
し
其
の

事
成
院
日
審
師
と
そ
の
教
事

。



事
成
院
自
審
師
と
そ
の
致
事

。

下
に
在
御
判
と
書
す
。

一
、
遠
藤
左
衛
門
尉
御
書
版
本

版
裏
に
刻
し
て
云
く
。

古
版
字
壷
損
接
軽
多
於
是
謹
奉
腸
寝
之
者
也

寛
政
八
年
同
辰
秀
夏
中
旬
良
旦

角
岡
山
品
川
五
世
事
成
院
日
露

越
後
闘
蒲
原
郡
五
ケ
潰
遠
藤
氏
臓
版
行
年
五
十
六

百
拝
謹
書
同

一
．
角
岡
山
年
中
行
事
録
一
部
、
妙
光
寺
の
年
中
行
事
の
諸
制
度
を
草
書
を
以
て
録
す
。
鋒
末
に
、

寧
和
二
年
壬
成
十
一
月
十
五
日

白
書
之
詑

と
あ
り
。
書
公
選
統
の
前
年
末
段
れ
ば
、
或
は
既
に
退
統
を
期
し
て
、
後
住
の
露
に
録
せ
る
験
。

一
、
檀
越
と
扶
別
の
七
絶
二
首
紙
本
軸
一
封

享
和
三
年
実
亥
首
夏
篇
別
檀
越

と
書
し
有
り
。
是
に
よ
り
害
公
角
岡
山
道
統
は
享
和
三
年
・
な
ら
ん
。

一
、
書
公
使
用
の
行
燈

害
師
此
の
行
燈
に
酒
を
掛
け
そ
れ
を
飲
み
つ
L
勉
曲
学
せ
ら
れ
し
と
偉
ふ
。

角
田
五
ク
潰
の
遠
藤
家
は
、
宗
門
の
名
家
に
し
て
、
亦
角
田
山
と
最
も
縁
有
り
。
其
の
曲
概
す
る
’
鹿
の
書
公
の
遺
品
及
公
の
偉
記
に
闘
す

る
撒
賠
の
書
朕
有
り
と
偉
ふ
る
も
、
共
の
賓
灘
中
の
物
は
迭
に
家
憲
に
依
り
見
る
事
を
得
4
y
o

僅
か
に
左
の
二
黙
を
検
せ
し
の
み
。

一
、
遠
藤
家
過
去
帖

此
の
過
去
帖
は
書
公
の
筆
に
し
て
表
紙
璽
簿
の
二
字
及
表
紙
裏
め
憂
茶
薙
及
序
文
去
、
更
に
日
附
、
題
目
及
三
十

呑
紳
と
宗
門
歴
代
の
骨
署
名
等
‘
正
し
え
書
公
の
筆
訟
hvo
序
文
末
に
、


